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1 . は じめに

筆者の
一

人は 先に 沼尻墨倦が 1 8 5 5 年 に製作し た傘式地球儀と 18 5 5 - 5 8 年 に 製作され た 英国

B E T T S 社製地球儀､ 渋 川春海作とされ る伊勢神宮蔵地球儀等を紹介した ( 宇都宮, 19 9 1 . 辛

都宮他1 9 9 2 , 1 9 9 4 . 2 0 0 5 , 2 0 0 6) o 本稿 で は ､ 江 戸末期に製作され た 角EE] 家 旧歳 の 地球儀に つ

い て報告するo 本研究も観察 ･ 測定 に 基づ き ､ 地球儀の構造を記載し ､ 製作時の 木工 . 金 工技

術と世界図情報に よ る製作者とそ の 周辺 の 世界知識
･

世界観を明ら か に する こ とを主目的とす

るか
､ 本研究で ほ ､ 諸資料を交え製作者と そ の 製作過程も加味する こ ととし た い ｡

2 . 地球儀製作者とその背景

こ こ で報告する角田家旧蔵 (現富士宮市ふ るさと資料

館蔵) の 地球儀 (写真 1) は諸資料 に よれ ば､ 角 田桜岳

が 製作に 深く関わ っ た と され て い る ｡ 角 田家地球儀は ､

富士宮市の角田本家所蔵の 球面に 世界図が 手書きされ た

地球儀と東京の 角田家から寄贈された収納箱入りの地球

儀 ( 美装地球儀と仮称) , 両極域か著しく破損した地球

儀 ( 破損地球儀と仮称) か存在す る
" =

｡ 後 二者 は球体

に印刷に よる世界図 ( ゴ ア) が貼付けられ て い る｡ こ こ

で 記載す る地球儀は 3 点中の最も保存状態の 良 い ｢ 美装

地球儀｣ で あ るD た だ し､ 地平環の保存状態は破損地球

写真 1 角田表地球儀

(斜め上方より撮影)

儀の 方がよ い o 富士宮市教育委員会の刊行 した ｢ 角EE[ 桜岳日記｣ ､ 富士宮市史及び未公刊資料

等に よると､ 角 田桜岳 ( 文化 1 2 (1 8 1 5)
-

明治 6 (1 8 7 3) 年) は静間県富士宮の富豪の家に生

まれ
､ 幼少より江戸遊学後､ 1 5 才 で 帰郷して 町役人とな っ た D 天保 1 3 ( 1 8 4 2) 年 の 吉原宿 の

助郷免除嘆願の主導や､ 嘉永元 ( 1 8 4 8) 年以降の水利事業 ( 万野原開墾〕 に 関わる な ど郷土に

尽くした こ と が知られ て い る D こ の 間､ 度 々 ､
江戸 に出向し て おり､ 山岡鉄舟､ 津 田貴通らと

の交流が郷土史家の間で は よく知られ て い る o
一

方､ 道楽 と もい える地球儀製作に も情熱を傾

けて おり､ ｢ 角 田桜岳日記｣ に より新発田収蔵 ( 文政 3 ( 18 2 0) 一安政 6 (1 8 5 9) 午) ､ 松浦武四

那 (文政元 ( 18 18) 一明治 22 (1 8 8 8) 午) , 沼尻墨億 (安永 4 (1 7 7 5)
- 安政 3 ( 18 5 6) 年) ら と

の親交が明ら か と な っ た ｡ 地球儀製作に は､ 世界地理情報の収集､ 編集と作図及び印刷技術､

金工
､ 木 工 な ど技術を必要とし, 今 日 で もそ の 全 て の 技術を兼ね備え る こ と ば無理 で あ る か､

江戸末期の 桜岳と て同様で あるD 角EfE 家本家歳の 手書き地球儀を桜点本人 の 試作版 (?) と み

れば容易に理 解で きる が ､
｢ 角 田桜岳 日記｣ 及び使用人の春吉が認 め た ｢ 東都紀行録｣ の 記述
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か ら桜岳が地球儀製作を手がけ､ 各部品の製作依頼者で あり
､
全体 の コ

- デネ 一 夕 と し て の役

割を担 っ て い た こ とが窺える｡

地球儀製作過程の 記録が少ない 中で ｢ 角田桜岳日記｣ の 記録は貴重で あり､ 角 田桜岳日記

( 四) 所収の 桜岳の残 した農作業メ モ ｢ 安政 6 巳未正月吉辰 田畑山林雅俗見聞雑記 (駿大宮

佐野)｣ に も､ 南北 2 3 . 5 度 の南北回帰線､ 各地 の経緯度の求め方､ 日本と和蘭やサ ントウ ス 島

(現在の ハ ワ イ諸島) の 時刻差や ､
地平環に よる 日本と西洋の暦月の 対比､ 高弧環に よる太陽

高度の 算出方法な どを記載して いる｡ こ の よう に地球儀とそ の 利用法に つ い て ､ 相当の 知識を

有して い た こ とが窺えるが ､ 角田桜岳日記に名を留める地理学者や和蘭留学後､ 法学の 礎を築

いた津田真道との 交流で 取得されたもの もあ ろう ｡ 津 田の 歌集 ｢愛桜集｣ に は ｢ 地球小儀題言

代佐野余
-

｣ の
一

文が残され て い る｡ こ れ は題言を借りた教育啓蒙の
一

文で ､ 技術的な記載

は少な いが ､ 津 田 の 示唆も否定で きな い ｡ な お､ ｢ 地球儀用法略｣ で も地平環の西洋暦に 触れ

て い るが
､ 桜岳が日本の 旧暦と西洋暦との差異を認識して い た こ とは明らか で ある｡ しか しな

がら
､
日記中に 度 々 出て くる当時第

一

級の 地理情報の 保持者で あり
､
｢ 新訂坤輿略全図 (嘉永 5

(18 5 2) 年)｣ の 著者 で もある幕府蕃書調所絵地図調書役の新発田収蔵から世界地理 ･ 地図情報

を取得した ことば容易に理解で きる｡

3 . 地球儀各部の形態

地球儀各部の計測方法は既報告と同様､ 棒定規､ ス チ
ー

ル 尺､ 曲尺､ 曲線定規及びノ ギ ス 等を

用 い
､
0 .1 m m ま で 測定 した｡ 定木を当て られな い溝状部分で は､ 針金等を挿入 して 記録し､ 間

接的に定規で 探さ を求めて い る ｡

1) 本体

① 地平環お よび支持台

図 1 (a) は極 の 上方か ら見た地球

儀の 平面図､ 図 1 (b) は赤道真横か

らみた断面図を示す｡ 球体の 支持台は

木製で ､ 地平環 ､ 4 本 の 支柱と台座か

らなり､ 高 さは 14 . 5 m m で あ る ｡ ( 図

1 - b) ｡ 装飾を意図して 長方形の 2 隅が

丸く削られ ∪字形をなす湾曲した支柱

は高さ 1 24 . 2 - 1 2 5 .4 m m で
､
柱 の 上

､

中, 下部､ 基部 の縦横の寸法は､ そ れ

ぞ れ ､
1 5 . 3 Ⅹ 2 0 .2

､
1 5 .6 Ⅹ 1 9

,
1 5 .9 Ⅹ1 9 .2

,

1 5 .5 Ⅹ 2 2 .O m m を 示 し､ 下部 で や や太 図1 角田地球儀平面図及び断面図

くな る｡ 地平環は内径 2 05 .5 m m
､ 外径 29 3 m m ､ 厚さ 10 .9 8 m m の リ ン グをなし､ そ の 内側の 2

カ所 に子午環を通す ｢ コ｣ 形 の 切込みがあり (写真 2 , 3) ､ 上 面 と内側側面に は紙が貼られ て

い る｡ 側面か ら見る と､ こ の 地平環に は虫喰い穴が多く､ 外見上 ､ 材質が コ ル ク材の よう に見

える｡ 分解不可で あるため ､ 確認で きな いが ､
そ の 4 脚の 支柱の 少なくとも1 脚は､ 下部の 台

座か ら少 し浮き上がり微かな隙間がある ｡ 支柱より小さな ( 恐らく矩形の) 凸分が台座の 穴に

差し込まれ て い る と推定される ｡ 台座は厚さ 1 8 . 7 m m ､ 最大直径 21 1 .5 m m ( 角 に丸みを持たせ
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写真 2 角田家地球儀の 地平環

(上方より撮影)

て い る た め
､
上 部 は 20 6 m m ､ 下 部 は

20 8 m m ) の 鏡餅様の 木 の 円盤を な し､ 上面

の 中央部に 子午環を支える 8 角形 の 支柱が

差 し込まれ て い る ( 図 2) ｡ 材質 が異な る た

めか
､ 台座､ 脚及 び中央の 支柱に は地平環

に見られ るよう な虫噴い穴は な い ( 写真 3) a

こ の 八角柱 の 上部 に は 幅 5 m m ､ 深 さ 6 m m

の 切込帝が あ り､ こ の 溝中 に 子午環が納ま

る ( 図 3) o 球体を支持台に 組立 て た 状態で

地球儀の 高さ は約 2 5 7 rr l m で あ るo 地平環､

支柱､ 台座は
一

体を なす が ､ 仔細 に みれば
､

写真 3 角田家地球儀の 地平環､ 支柱､

台座と脚 (斜め上方より撮影)
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囲2 角田地球儀南極劫分の地軸､ 子午琵と支柱

地平環の
一

部が歪み､ 浮き上 が っ て い る o こ れ は
,

図 1 ( a) の 平面図に示され るとお り､ 地平項と支

持台 の 双方 の 受け穴が整合せ ず ､ 組立 て 時 に脚を

強引に地平環と台座に 固定した た め､ そ の 後 の 長

年月 を経て 地平環に 捜みが生 じた も の と思 われ る

(囲 1 ( a)) 因み に , 破損地球儀で は換み はな い o

球体と支持台を組み 立 て る と ､ 両極 で球体を支

え る 子午環は地平環 の 切込みと 8 角形 の支柱上部

の 清 で 支えられ ､ 構内で 自由に 36 0 度､ 回転 で き

るo こ の 点で ､ 当時の 本邦製地球儀として は ､ 西
園3 角田地球儀 台座中央の 支柱

欧製地球儀 に忠実な構造を有 して い る で あ ろ う ( 園 l , 写真 1) o

地平環 の 上面 に は少なく とも 5 層 ( 第 3 層を細分す れば 7 層) の輪 が 印刷され た 紙が ､ 内側側

面に は紙 の貼付痕かあ る ( 写真 2 , 3) ｡ 写真 3 に 示すよう に ､ 目立たな い 内側部分に 化粧紙 ( ? )

の 貼付痕かある こ とか ら､ 外側 に も貼付けられ て い た と推定されるか ､ 虫噴い 穴の 目立 つ 木部

の み で ､ 現 在 で は不明で あ る｡

5 層 の 輪 の 外側か ら内側に 向か っ て ､ 第 1 輪 は 方位角､ 第 2 輪 は 1 2 ヶ月 の 各暦月 の 名称､

第 3 輪 は黄道面 の太陽 の 出現壕 の 全度数に対応す る月 E] , 第 4 輪 は黄道十二宮の名称を ､ 第5

輪 は黄道十二 宮の 度数を刻ん で い る ｡ 第 3 輪 を細かく見る と外側か ら① ｢ 7 ベ セ デ ュ フ ゲ｣ 7

文字の 繰返しとそ の 区切り､ ②
- - 三 十の数値の 繰返し､ ⑨区切り､ ④

- - 三 十の 数値の 繰返
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しと そ の 区切り及び ハ ッ チ が印刷さ れるが ､ ①と②の 間及び②と③の 間の 区切り間隔は異な り､

そ れ ぞ れ の 区切り に微妙なずれがある o

地球儀収納箱 の 重要に ある ｢地球儀用法略｣ ( 資料 1) の 凡例以外に は , 子牛頓に よ る太陽

高度 の 求め方及び､ 西洋の 時刻で は 24 時/ E] ､ 1 5 度/ 時､ 逆 に 1 度は 1/4 時 で あり, 2 点間の 時

刻差により各地の 距離を得ることを言己した o 地平環に は黄道十 二 宮 に対応して ､ 平年か ら閏年

ま で の 4 年間の 日暦を配当した ｡ 任意 の 日 の 太陽に対応する黄道上の 点を求め ､ 子午環と時輪

を操作す る こと に よ り任意 の E7 時の 太陽高度か解る D そ の た め ､ 地平項の 最も内側に 3 60 度区

分を､ 最 も外側に ほ 針路ノ方名を東西南北 3 2 方位で 示した とあり､ 地球儀各部 の 時輪 ､ 子牛

環 ､ 地平環上 の 記載 の 意義と用法の 説明がなされ て い る ｡ 少 し遅れ るが ､
ほ ぼ同時代の 西欧製

地球儀の 地平環上 に は 8 輪が説明され て い る が O o b n s t o n , 1 8 9 9) ､ こ れ に 比 べ る と角田地球

儀の地平項上の 情報ほ少なく ､ 記載 の 順序も異なる o しか しなが ら､ 幕末の 本邦製地球儀の 中

で は細部ま で 精顔に作られ て い るも の の
一

つ で あ ろう o こ の 地平項上 にあ る ア ル フ ァ ベ ッ ト､

黄道十二宮､ 任意 の 日 の 太陽高度を把握で き る閏年間 の 西欧暦日な どの 再現に は天文知識 の 他

に舶来地球儀 の鋭 い 観察か不可欠で あり ､ ｢ 日記｣ に示され る よう に 公私に多忙な桜岳自らが

観察に直接携わ っ た と は考 え に く い D ｢ 角 田桜岳 日記｣ 中 の ｢ 東都紀行録 書物和｣ ( 資料 2)

に は書籍の 貸借､ 書写等が頻り に行われ ､ 桜岳が 経費を支弁 して い た こ と が うか が われるが ､

地球儀の 精密さか ら ､ 製作上 は ､ 書物よりも舶来地球儀そ の もの の 観察が 必須で あ っ た と推定

され る D

② 地軸

両端が穿孔さ れ た 地軸 は直径 8 m m の 木 の 円

柱か らなり ､ 球 の 南海部に 固定され て球と
一

体

を なす (写真 4) o
こ の ｢ 美装地球儀｣ の 球内部

は 不明で あ るか ､ 両転部に 大きな裂け目の ある
.
､
三

｢ 破損地球儀｣ で は地軸に丸い木製の 円柱が使用

I

勺

㌔ろ慧.?

さ れ て い る た め
､
こ の ｢ 美装地球儀｣ も同

一

構 写真 4 角田家地球儀の北極圏と真輸製子

造をなす と考え られ る｡ こ こ で 報告す る ｢ 美装

地球儀｣ で球 の 両極部か ら 2 .5 m m 突出し た直径

8 m m の 円柱が地軸とみ なされ る ( 図 2 ､ 写真4) o

こ の 地軸 は 子午環 の 北梅吉βで は ､ 直径 2 m m ､ 長

さ 15 m m 真 鎗の ネ ジ で 固定され て い るo 地軸 に

挿入される ネ ジ の 下部は 円く棒状をなす ｡ こ れ

は 長さ 4 . 5 m m ( 正 確 に は 6 m m ､ し か し､ 2 m m

程 はネ ジIIJ か 鼓され ､
そ の 痕跡 が 残る の み で あ

る) に はネ ジ山が切られ て おり､ ネ ジ 頭 の マ イ

ナ ス 溝 に精密 ドライ バ様 の 工具を滞に あ て て 子

午環の メ ネ ジ に ね じ込み固定される (写真 5) a

午環及び時輪 (棚方より撮影)

写真 5 角田家地球儀の真輸製子午環と球の

北極側の地軸を留める真輸のネ ジ
一

方, 子牛項の 南極部 の 穴 に は 木片が差し込ま

れ て おり
､
こ れ を地軸の 穴 (写真 11) に 挿入す る こ と に よ り, 球 は 子牛項に据え 付けられ る

( 写真 6) o 真鈷 の 代用とし て の 木棒は ､ 南極部の留め金が亡 失し ､ 木棒で 代用 し た の か ､ 製作
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写真 6 角田家地球儀の子午環と球の

南極仰の地軸を留める木ビ ス

費抑制の た め ､ 金属ネ ジ を使用 し な か っ た の か は不明

で あるo こ の 子午項の商権部 の 孔 で 内側 の ネ ジ山 の 有

無を確認すれば明らかとなる が ､ 現状 で は不明で あるD

た だ し
､ 地平環側面に化粧紙を貼付け るな ど の 拘りを

み ると北極側と同様の 真砲ネ ジが失われ､ 木片で 代用

され た と考え る 方が 自然で あ るo

③ 子牛環と時給

子午項の外径直径は約 2 14 .3 m m ､ 内径は 2 0 7 m r n で ､

球 と の 隙間は両極及び赤道部 の 何れも約 3 m m を保 っ

て い る ｡ 子午環は 4 x 4 m m 角 の 真鎗か ら なり ､ 上下

( 南北極側) の 各 々 に ､ 後述の 地軸を留め る孔があり､

少なくとも北極 (上) 側 に は メ ネ ジ の ネ ジ山が 切られ

て お り, こ こ に地軸を留める ネ ジか入 る ｡ 子牛項の 片側の 側面には度数を示す分割線か刻まれ

る が度数を示す数字は な い ( 写真 7) ｡ 子牛環の 上部/北極側に は外径直径 5 7 .5 m m ､ 内径4 3 m

m ､ 厚さ約 1 m m の や や 上 に 湾曲した 鍋蓋様 の 横断面をなす時輪 ( 従 っ て 平面で はな い) が あ

り､ 表面の 両半円に は子牛項か ら始まり時計回りに ､ 各 々 ユ2 分割さ れ､
-
- 十 二 の 数値が刻

まれ る ( 写真 8) ｡ 子午環の 目盛り他の 片面に接す る時輪の径は 2 9 m m ､ 反対側で は 2 5 m m を

ニ■= = p ~I - 二:I

:
_:｢ 葦 蚕章

二

t
こ~_~

‥_--~<_ ~ー.
也:4 5 m r Tl

I ♂ 57_
5

.
1hl d れ e 且S

O 9 Tl lrn

国 4 角 田地球儀 北極部の 時給及び地軸

写真 7 角田家地球儀の 子午環

( 他方よ tJ 撮影)

写真 8 角田家地球儀の 北半球 ､ 子 写真 9 角田家地球儀の真鞄製子午

午環､ 時輪 (上方より撮影) 環と時輪 (下方よ L) 撮影)
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なす ( 図 1 a , 図 4 , 写真 8 , 9) ｡ こ れ は目盛りが彫まれ る子牛環 の 片面を時輪の中心線とした

こと に よ るo こ の 半径 2 9 m m の 半円上 で は 1 2 分割 の 目盛は表示されるが ､ 時篤と子牛環が鋲

で 固定される片方の 半円で は 幅 4 m m の 子午項直下の 文字を確認で き な い o 厚 さ 4 m m の 子牛

環の 下側 2 カ所を厚み の半分程穿孔し､ 時輪 の 2 つ の 穴を通 し鋲留め し て おり ､
江 戸時代の金

工技術の高さ が知 られ る ( 写真 9) ｡ こ の こ と から､ ｢ 東都紀行鋳｣ ( 資料 2) 中で ､ 特注とは い

え
､ 時計職人か示した 高額な見積金額も首肯され よ うo

倭) 球儀

球 の 直径は 19 8 ,6 m m で あ る o 灰白色 (無地) の 球面に ほ 世界地図を 印刷した ゴ ア が貼付け

られ て い る が ､ 所 々 に褐色 の 染 み や虫噴 い フてかみ られ ､ 幾 つ か は連合 し て い る D ほ ぼ 同型 の

｢ 破損地球儀｣ で は両極圏に大きな裂け目かあ り､ そ の破損部分か ら内部を見 ると中空 で ､ 球

体が 張子構造をなす た め ､
こ の ｢ 美装地球儀｣ の 内部も中空で ､ 上述 の 地軸と こ の 球儀は両極

部で 接合され て い ると推定される o 球面 に は 1 0 度毎 に経緯線が引かれ ､ 赤道､ 南北回帰線､

梅園及 び黄道が措かれ て い るo ｢ 地球儀用法略｣ に も記載があるが ､ こ の 地球儀の 本初子午線

は カ ナ リ
ー 諸島の 鉄島付近に設け られ ､ こ こ で ､ 黄道は赤道と交わり､ 春分点を示す牡羊座の

シ ン ボ ル か描かれ て い る ｡ シ ン ボ ル は 30 度毎 の 子午線を切る黄道の 南側に東 へ 向か っ て右回

り に ､ 順次､ 牡牛座､ 双子座等の 黄道十二星座記号か配され て い るo こ の ゴ ア を貼 る前 の 球型

は 外注 により製作され た が ､ 満足の いく形で な い た め ､ 作 り直しが要求され た こ と は春吉 の 東

都紀行録に見え るo なお､ こ こ に は 4 偶の 玉 の記述があり､ 少 なくとも2 偶の 外注は確認されるo

球の北極部 ､ 南極部 の 緯度 7 0 - 9 0
o

で はゴ ア 上 に別途

7i･ 澄
:
～

ヽ

:
:～:
v

,

I

泌

て~う.[､
-

.I-ん

j

･
■-
ぎ
ポ

-;
､

盟
二ぎ終

ペ

ニ演

/
<
A

‥
ニ

写真1 0 角 田家地球儀の 北極部分

写真1 1 角田家地球儀の 南極部分

印刷され た地図 ( ポーラキ ャ ッ プ) が 貼 られ て い る ( 写真

1 0
,
l l) ｡ や や 灰白色の ゴ アか示す五大陸の海岸線などは､

蓋真 の地球 儀用法略の 凡例に示される緑 ( ア ジ ア) ､ 赤

( 西欧) ､ 糞 ( ア フ リ カ) ､ 紺 ( 北米) ､ 紫 ( 南米) ､ 土

( 豪州) 色の各線で補筆され て い る D こ の 作業は や や粗雑

で
､ 印刷図上 の 補筆線の 太さ は ラ ン ダム で ､ 印刷 による水

産線や項: 界線などか ら外れ気味 の と ころ も認められ るo ま

た
, 各国及びそ の 植民地などの 政治的境界も線 ( ロ シア) ､

赤 ( 英国) ､ 土 ( オ ラ ンダ) ､ 黄緑 ( ス ペイ ン) ､ 紫 ( ポ ル

トガル) ､ 薄青 ( 仏) ､ 薄青 ( デ ン マ
ー

ク) , 育 ( ドイ ツ) ､

黄 ( ス エ ー デ ン) ､ 肌色 (伊) ､ 灰色 ( トル コ) で 区分され

て い る｡ なお ､ 着色傾が不定なた め ､ フ リー - ン ドで補筆

された ことは明らか で あるが､ ゴ ア ( 断裂図) 接合部で も

補筆線が滑らかで あり､ こ れ らの着色が ゴ ア を球面に貼り

合わせ た後 に行われた こ とか推定される｡ 他 に ､ 蔀､ 山脈

の シ ン ボル や大河 ( 国河と記載され る) ､ 国境が表示され

るが
､ 球面上には､ 西欧の地球儀で見られ る海獣や 諸国の

民族風習を示す図柄､ 装飾や ､ マ テオ リ ッ チ系 の 世界図に

基づく同時代の 本邦製地球儀の ような注釈はな い ｡
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2) 収納箱

こ の 地 球 儀 の 収納 箱 は 幅 32 6 m m ( 内 寸 ;

3 0 3 .5 m m 以 下括弧内は 内寸) ､ 高さ 3 3 5 m m 1

( 3 0 6 m m ) , 奥行き 32 4 - 3 2 5 . 5 m m ( 3 0 6 m m )

で
､ 前面 に蓋が設え てある (写真 1 2) ｡ 蓋は幅

3 0 4 m m
､ 高 さ 3 0 g .5 - 3 1 0 . 5 m m

, 厚 さ

8 .0 - 8 . 7 m m で あるo 蓋の前面に は上部は細く ､

基部が大き い八角形の 摘みかあ る ( 図 5 , 写真 l

1 3) ｡ そ の 基頚ミは 上から 55 - 8 5 .6 m m
､ 蓋 に 向

か っ て 左 から 1 2 .6 - 1 5 .6 m m の 位置にあるo 収

写真1 2 角 田 家地球儀収納箱

･

: ミ

､

さ書撃 .～

a.
1吐 b. pT ロR r B.

E: : bきE k

lC 1 5 2n 2 5 1 ¶ dこ b 3 5 匂 . 8 : F ]1 8 = O n t) u ｢甘

園 5 角 田地球儀収納箱

( 前面より撮影) 写真1 3 角 田家地球儀収納箱の蓑

納箱の 底ほ上げ底で ､ 籍の 下から 8 . 6 - 1 0 .4 m m 上 に 底板かあるo 各部 の 寸法が微妙に異なり, 育

面の 幅 32 1 . 5 皿 皿 ､ 高さ 33 5 .5 m m で あるこ とから ､ 木工 作業には厳密な寸法取りが行われたとは忠

えな い c こ れ は地球儀支持台と地平環部の 歪みからも首肯され るo 蓋は ､ 横 22 3 m m ､ 高さ 2 24 m m

の 板 の 四BtFを幅が､ 左 39 .4 m m
, 右 4 1 m m ､ 上 4 5 ,3 m m

､ 下 40 .3 m m の 組み 板で挟む構造である

か
､
こ れ は通常見られる本邦古来の古 い 筆筒や茶箪笥の小扉と同様である｡ こ の 葺は箱の前部の 上､

下部に掘込まれ た幅 8 . I
- 8 .6 m m ､ 深さか各 々 ､

6 m m 及 び 3 m m の 溝 に上下の角部を斜めに削り

細くした蓋の上 ､ 下端を差込み固定するc 上部 の 溝が深 い こ とは蓋を取り付け る際に ､ 深さ 6 m m

の 上 溝に
一 旦

､
上 端を入れ て押し上 げ, 次に下端を下の溝に引下げて取り付ける (取外はこ の逆)

た め で あ る ｡ 収納箱に格納されて い る美装地球儀本体の地平環 ､ 球体 に比し, 収納箱に は虫噴い

穴か少なく ,
保存状態は良 い か ､ 木部の

一

部に欠落があ る ( 写真3 . 1 4 . 1 5) o

収 納箱の 蓋 の表側に は ｢ 地球儀｣ ､ 裏側 に は ､ 印刷 によ る ｢ 地球儀用法略｣ の箱書が貼付けら

れ､ 五 大陸､ 国境及び山川の 凡例と子牛環や地平環の 説明, 本初子午線など､ 地球儀 の 用法が概

略され て い る ( 図 5 , 写真 16) o 地球儀の 意義や用法が記載された 箱書きの 後段にあ る五大陸, 当

時の 西欧諸国と列強によ る植民地を含む領土 の 区分などの凡例下部には､ ｢ 安政 3 年丙辰仲冬

谷邦樟蔵板 江戸 杉本宇兵衛 駿河 佐野輿市 費｣ と地球儀の箱書 (地平項を含むか? )

の鎮刻と版木製作に係わ っ た 3 名の名前か列記され ､ 杉本宇兵衛と佐野輿市の 共同発行で あるが ,

版木所有権は谷邦棲の取得に係る ことが知られ る ( 写真 17) ｡ 谷邦棲が既に所持して い た版木をも

とに先 の 2 名 が出版したと解釈する向きもあ る が ､ 箱書 ｢ 地球儀用法略｣ の 内容を十分に吟味す

れば ､
こ れ ら の記載が地球儀､ 特に 子牛項や地平環の記載に密接であり､ 五大陸､ 西欧列強とそ

- 8 -



宇都宮陽~二朗 伊藤 員光 角 田家地球儀 に つ い て

写真1 4 角田家地球儀収納箱の内部

写真1 6 角 田家地球儀収納箱の 整婁

の 地球儀用法帽及び凡例

写真1 5 角 田家地球儀収納箱の 底面

の植民地を含む国境などの 色分けや国境､ 山川の シ 写真1 7 角 田家地球儀収納箱の

ン ポル が地球儀球面世界囲 ( ゴア) の 凡例をなす こ 重義の ｢ 地球儀用法楯｣

とから､ 谷邦棲が所蔵する既存の 版木を使用して 杉
中の版権者及 び発行者

本 ･ 佐野 の 両名が発行したという解釈は成り立た ない D 以上 の ことから
,
地球儀完成とそ の収納箱

の 箱書き の 製作時期は 同時と判断されるo 従 っ て , 地球儀は安政 2 年 の 2 月以降から安政 3

( 1 8 5 6) 年丙辰仲冬 (lュ 月)｣ の 製作に係るもの で ､ 完成年は箱書に示され る安政 3 ( 18 5 6) 年 と

考えて良い o

地球儀製作年に つ い て は､ 地球儀本体と箱書に記載され た安政三年の同一性 の 吟味が充分では

なか っ た た め ､ 安政三年に極め て近い 頃と考えられ て い た が
､ 以上 の考察から､ 箱書 (地球儀用法

略) の安政三年が製作完成年と解釈され る ｡ なお ､

一

般常識として ､ 地図作製でも､ 地図とそ の

内容を判読する た め の 凡例は同時に作成され る｡ 凡例は方位､ 縮尺と同様､ 地図の必須事項であ

り
､
長年月を経て凡例の み を作成する こ とは今日 の地図製作で は皆無であ るo 少 なくとも地図 ･ 地

理 に関わる者に は､ こ れほ 江戸時代であれ ､ 常識であろう
o 後に詳述す るように , 多くの場合､ 行

動を共にして い た新発EE] 収蔵か ら多大の 情報を得て い た こ とを考えれば ､ 当然理解できよう｡ た だ

し
､
上記の 地球儀製作年の 考証より造か に降 っ た元治元 ( 1 8 6 3) 年の 角田桜岳 日記四 p ,3 6 1 の

｢ 元治元年 ( 四十 二 番)｣ に は ､ ｢ 九月H
･

七tj - . 今夕方髪結 二 行 二 伊勢宇亭主来リ ク ,) トテ迎

来ル
､
同人卜地球儀辞ノ儀 ･ 常州サ ワ キノ 拙等同人 ヨ リ キ ､ 居ク ル ヲ語､ 夜五 ツ 半時後備｣ とあ
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る ｡ この 記述が ､
こ れから製作に着手するための会話とすれば､ 筆者らの地球儀製作年の考証に

一

抹の不安はあるが､ ｢ 東都紀行録｣ に記載された個 々 の地球儀の球､ 真鎗の子午環や恐らく時輪も

含む金工/ 彫金 ･ 鎮刻職人との交渉､ 台座製作のための木工や玉 の加工者または 口入れ屋の 記録な

ど､ 発注､ 納品､ 作業依頼者 へ の謝礼 (額) や奉公人の春 (女) 及び春吉自身の手作業と作業

軽費なと､ 微細に いたる製作過程の記録からは､ こ こで の会話は将来の 同型地球儀の 増産か彼らの

地球儀の評判に係るもの で あり､ 地球儀を初めて製作するための計画話と解釈する ことには無理 が

あろう｡ 安政 6 (18 5 9) 年正月吉日 ｢ 田畑山林雅俗見聞雑記｣ の 1 月 2 3 日 に始まる農事記録の

前に記入された経緯度の件 ( 正月 9 日の事例から当日又は前後に書き留められた こと になるが) は

上記の安政 3 年より 3 年後の記事で ある｡ これも地球儀を見 つ つ ､ 時折思い出すまま に綴 っ たメ モ

と解釈して よい で あろう｡

この地球儀用法略の押印に つ い て は､ 筆者等は印影の蒙刻文字を全く解読できないため､ 蒙刻

にたずさわ っ て おられる蒙刻美術館の松村
一 徳館長及び熊本市在住の荒牧平賓の両氏に個別に伺 っ

た とこ ろ
､
｢ 高須第▲世｣ とされた｡ 但 し､ ▲ の部分の ｢ 弐｣ の文字の ｢ = ｣ 部分が連続か不連続

で 二又 は三 と解読されるが､ 印影が版木印刷文字と重合するため､ 判読が難しいとされた｡ 後日 ､

荒牧氏が ｢ 二｣ と修正されたが､ こ こ で は磯公園と佐倉に収蔵されて い る地球儀で確認するまで ､

｢ 高須第▲世｣ としておきたい ｡ こ の ｢ 高須｣ を桜岳や収蔵らの 周辺で探すと､ ｢ 柴 田収蔵日記｣

中､ ｢ 江戸日記｣ の安政三年十月十四日に ｢
-

鈴木升哲来り､ 高須松亭が為に ｢ エ
ー ゼル ケシキ ュ ッ

ト ギ - テ レイ｣ の 蔵版の周困の横文字を請ふ ｡ 黄
一

片を贈る｡
･ -

｣ ､ 十 五 日 に ､ ｢ 調合所当直｡

高須松亭が頼の横文字印を写すo
-

｣ ､ 十 九日 に ｢ 高須が請ふ所の横文字印を写す｡ ｢ 日本図｣ を

写す｡
- ｣ と記録されて い る ｢ 高須松亭｣ が見られる｡ 押印者が ｢ 谷邦棲｣ と同

一 人物であれば､

この 高須なる人物を谷邦棲と推定して良いかもしれないが､ 押印者と別人の可能性もある｡ 押印の

｢ ･ -

第 二 又 は三世｣ で あるが､ 江戸末期の 日本で ｢ ルイ第十四世｣ な どの表記を好ん で使用する
一

般人が存在したか疑問であり､ 押印者は西欧の知識を相当有する人士 の
一

人で あ っ た ことは容易に

推定できる｡ 十四日 の 日記で 高須松亭が洋書を解読して い ることがうかがえるため､ 印影の ｢ 高須

第▲世｣ はこの ｢ 高須松亭｣ と推定されるが､ 今後さらに資料を集めて確認する必要があろう｡

こ こ で ､ 筆者等の記載前に 印影を解読した海野
- 隆 (20 0 5) はこ の印影を ｢高槻秀豊｣ と解し

高木の書斎号として 論をすすめて い るこ とを紹介する｡ 古文書を読めても蒙刻文字に つ い て は彼の

力量が疑問であり､ 筆者は懐疑的であ っ たが､ この 印影の専門家による解読結果は上記のとおりで ､

海野 の解読が全くの誤りで空想の所産で ある ことを示して い る｡ 科学者の常識でもあるが､ 不得手

の 分野で の曲解は影響力のある者ほ ど戒める べ き こ とで あろう｡ さら に､ 角 田の メ モ に見られる重

複記事は､ 記載の 真偽､ 初出時期や資料相互間の吟味が必須で ある ことを示しており､ 断片的に

残存する古文書
一

辺倒で ､ これ らを中心 に据えた研究論文や研究書､ これ らの信奉者に対する警

告で もあるといえよう｡

4 . 球面上の世界図

一

般 に地球儀球面の世界図は､ 金属球面 へ の彫金､ 球表面 へ の直接描画､ 印刷された ゴア ( 舟

形様の断裂世界図) の貼合せ に よるが､ こ の地球儀で は印刷された断裂世界図 ( ゴ ア) が球面に

貼付けられ て い る｡ 球面上 に貼られた ゴ アの両極圏で はそ の 上 に極中心投影
汀2)
に よる印刷図 ( ポ

ー

ラキ ャ ッ プ) が貼付けられて い る ( 写真 10 , l l) ｡ こ れは､ 構造上 の違 いもあり無理からぬ ことで
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宇都宮陽二 郎 伊藤呂允 角EFI家 地球儀 に つ い て

ある が ､ 同時代に製作され た印刷世界園に基づく墨倦の傘式地球儀に はポ
ー

ラキ ャ ッ プ は無い o こ

の 点で は､ 同時代に製作されて い る地球儀より精紐であると言えようo な お, 世界図及びポ ー

ラ ス

キ ヤ ッ プ は当時の製版技術及び ｢地球儀用法略｣ と ゴ ア に示される製作関係者から木版印刷によ

ると推察される D R a i z e ( 1 9 3 8) は､ 紙の伸縮率､ 耗 ( 囲) の 中心 と外縁部の収結の違い1j: どを考

慮した ゴ ア の作図か必要であるが ､
こ れは経験に依存すると述 べ て い る｡ 本地球儀用の世界囲製作

でも伸縮 の著しい半紙 ( 和紙) に印刷す るため ､ 試行錯誤が繰り返された と推定され る o 経緯度の

接合には細心 の 注意が必要とされ るとして も, 逆 に伸縮性に富む和紙 の方が便利であ っ た とい う逆

説的な見方もできる｡ 世界図自体の記載は後の 考察に譲り､ こ こで は球面上世罪因 ( ゴア) の ニ ュ ー

ジ ラ ン ド東方､ 西経 1 40- 1 2 0
o

､ 南緯 4 0-5 0
o

の 間に ゴ ア の製作に係わ ･･ ' た 松木愚谷閲､ 高木秀豊

校､ 三木
一

光磨園､ 江川仙太郎刀の 4 名の名が 印刷されて い る こ とを指摘するo この記入 に より,

そ の内 2 名が校閲に ､ 三 木
一

光碧か版下図作成に江川仙太郎が鐘刻に 関わ っ た こ とが知 られる

( 写真 18) ｡ 松木及び高木姓を桜岳と収蔵の交友関係から探すと, ｢ 高木秀豊｣ に つ い て は､ 資料 2

中に出現する ｢高木｣ と見なされ るが､ 今の と こ ろ確証 はない ｡ 次 の ｢ 松木愚谷｣ に つ い て は ､ あ

えて ｢ 愚谷｣ と名乗り､ 才走 っ た性格が推し計られ るか､ 彼らの 周辺 で校閲でき る者は ｢ 番所調

所｣ と蘭学塾な ど の関係者であろうo 新発田は安政 3 年の暮れ に そ こ の 正職員となるが､ 資料 2 の

安政 2 年の言己事に は ､ 浅草天文台の新発田 と記載され て い る｡ 当時､

新発田 は 蕃所調所の世界図の 重訂事業で 山路譜孝 の 子彰常を助け

｢ 重訂寓囲金団｣ 製作に関わ っ て おり ( 鮎沢､ 1 9 4 3) ､ 自由な出入を

許され た実質的な職員否それ以上の 顧問の 立場にあ っ た ｡ そ の た め､

浅草天文台関係者と の頻繁な交遊は容易に考え られるo ｢ 柴 田収蔵日

記｣ 中 に は､ 玄朴 の塾生を希望する開業医か新発 旺‖こ斡旋i一頼むなど

も記され ､ 蘭方医仲間と の 交流は当然で あ る｡ ｢ 安政 3 年江戸日記十

二月晦日｣ に は ｢ - 漏蕗子を高畠､ 松木 に導く ｡ ･ - 松木に至 るo -

漏 高子, 松木と幾何学を諭ず o
- .

半夜 に松木を去る o
･ ･ ･

｣ とあ るo ;慧藁嘗襲: 3 :̂ i て 二

..
≡

蘭学や西洋 の語学を通じて 西洋科学の知識を翻訳又は仕入れ るばかり

で1j:く 議論できる人士 は多くはない で あろ うo 語学 に堪能で
､ 当時江

戸に い た松木姓で新発田らと議論できる の は , 恐 らく伊藤玄朴 の象先

し

.
雪盲
･ ､
■
う

｡ 三
色
州 W ^ -

を,

-I

;

i

ら

＼

_.--
･ …

堂の 後車門下生である松木公安であろうo 幕府天文台関係者の情報 写真1 8 角 田家地球儀

を収集中でもあり現時点では断定できな い か ､ 作業仮説として松木公

安を挙げて おきたい ｡ ちなみ に ､ こ の 松木公安は幕末の 藩命によ る英

国密航者/ 外交官で ､ 後の 寺島公則であ るo

球面上世界 図

の 校閲 ､ 措画

及び鐘刻者

5 . 角田地球儀製作者の役割と作業過程

資料 2 ､ 東都紀行録 の抄録から土浦 の 沼尻墨俸や松浦武四郎などの 記述を割愛し
､
地球儀製作

関係及び新発田収蔵に関わる部分の み抜出して表 1 に まとめ た｡ 資料 2 及び表 1 はかれらに縁の あ

る人士 に は
､ 不快に感じると ころもあろうが､ 桜岳との 密接な関係を示す重要史料として採録した

もの で あるo 表 1 の 右欄に は新発田との 関連を示す事項欄を設けたか ､ 桜岳の指示により春がメ ッ

セ ンジ ャ
ー と して ある時期には毎日 のよう に新発田或い は実質的な勤務先の 天文台を訪れて おり､

両者に はゴ墳繁な往来があ っ た こ とが知 られ るo

- l l -
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角 田地球儀製作者の役割と作業過程を纏めた表 1 に よれば､ 2 月 21 日 に女中の春が新発田の所

に玉 張抜を持ち込んだ こと､ 2 月 22 日 に は土浦の 沼尻墨倦と酒食を交え情報交換した こと､ そ の

後､ 地球儀の玉型を和泉屋や三 河屋 に試作さ せ た こ と､ 和泉屋 には仕上げを督促し納品させたが､

不備なため形直し ( 修正) させ た ことなどが記録されるが､ 玉 の 型は 2 月下旬から 3 月 2 2 日 頃 の

間に 作製された ことが知られる｡ 現 時点で は確たる証拠はないが､ 女中の 春 (桜岳) が､ ゼ ロ から

独自に球を作製する ことば極めて疑問で あるため
､
東都紀行録に欠ける 2 月 21 日以前 にも新発田

収蔵の指導があ っ たこ とは当然の こととして推定される｡

こ こ で春吉は ｢ 玉張抜｣ ､ ｢ 玉 の形｣ ､ ｢ 玉｣ ､ ｢ 玉 掠る｣ ､ ｢ 玉 梓合る｣ と使い分けて い るが ､ やや

不明確なと ころがある｡ 球体 の作製には､ 恐 らく花火の玉 作り技術が応用され ､ ｢ 玉 の形｣ は､

｢ 型｣ の 作製であり､ 轍埴 で容易に整形できる木製と思われる｡ この 型 をもと に､ 4 月 1 0 日 の 支払

い記録に示されるよう に ､ 反古紙をのりづけして球を作製したと推定される｡ 球体､ 恐 らく半球の

作製に は､ 紺屋 町挽物屋の 国松､ 三河屋 ､ 春､ 春吉らが当たり､ 4 月 1 日の女中の ｢ 春玉を掠合

る｣ の記述から､ これ らの半球に地軸を加工 ･ 接着して球体化 したと推定される｡ 子午環と球の隙

間が 3 m m と
一

様で ､ 正 確な球体をなす ことが知られるが
､
｢ 型｣ で はなく､ 張子の球体表面の直

径とゴ ア ( 世界図) の縮尺は
一

致させなければならず､ 世界図作成に高度な数値計算と材質の仰

縮を考慮した製図が不可欠となる｡ ただ し､ 角 田地球儀の直径は約 19 9 m m で ､ 結果としては 2 パ

ル ム に等しいが､ これ に つ い て は､ 球の直径の寸法に係る単位 ｢ p a l m ｣ を 3 月 16 日 に天文師など

に問い合わせており､ 球製作の開始時点では直径が確定して いなか っ た可能性が高い ｡

支持台は 3 月 1 8 日 に春が紙で ひな型を試作し､ こ れを 3 月 1 9 日 に新発田収蔵の意見を加えて ､

和泉屋に持ち込み､ 3 月 2 5 日 に は製品を和泉屋から持ち帰 っ て い る｡ 子午環や時輪に つ い て は､ 4

月 10 日の真録の記載には ｢ ラオ竹｣ とあり､ 刻み煙草の喫煙に使用するキセ ル の可能性がある｡ 7

月 1 8 日 に は輪直し､ 地球尺四半規､ 地球玉真鈴九輪 2 組の支払いが記録されて おり､ こ の時点

で部品が仕上が っ て い た こ とに なる｡ 輪直しとは､ 直径などの修正 と推定されるが､ 詳細は不明｡ 7

月 2 5 日 に は浅草大住源助 ､ 柳原札屋の 金次郎 へ の 尺目盛刻印の代金支払い記録がみられ ､

1 8 - 2 5 日の 間に子午環や時輪の 目盛りや文字が刻まれた こと になる｡ 時輪の子午環 へ の接合はこ

の後に行われたと考えられる｡

球面上 に貼る ゴア ( 世界地図) に つ い て は､ 4 月 8 日 に女中の春が新発 田の指示により､ 向島

手の御前の ｢ 国芳｣ の所で書かれた ｢ かく面｣ を持参して い るが ､
この ｢ 国芳｣ は浮世絵師の歌

川豊国の 弟子; ｢ 歌 川国芳 ( 号は
-

勇斎:寛政 9 (1 7 9 7) 年 - 文久元 (18 6 1) 年)｣ で あり､ 彼の

工 房から､ ｢ かく面｣ 即ち､ 図面を持ち来た っ た こ とを示して い る｡ しか し､ 本地球儀球面には国

芳の名は無く､ 関係者として ｢
一

光斎｣ の名が認められる｡ 歌川 国芳の多くの 門下生は▲ の
一

字

が異なる ｢
-

▲ 斎｣ を号しており､ 国芳門下生中で ､
一

光斎を名乗る弟子は､ 武者絵や時事絵を

得意とした歌川芳盛 (1 83 0 - 1 8 8 5 : 号 は
一

光斎)
一

名で ある｡ 従 っ て ､ 芳盛が ｢ かく面｣ を措 いた

ことになる｡ こ こ で問題となるのは､ 球面 の ゴ ア に は ｢ 三木
一

光斎｣ と記され て い る点である｡ 桜

岳は江戸で病気の 際に ､ 幕府奥医師の伊東玄朴に薬を処方して もらうなど ( 資料 1) ､ 著名人との

交流が深い ことから､ ゴ ア作成のための世界地図の版下図面の製作を ｢ 歌川 国芳工 房｣ に依頼し

たと思われる｡ こ こで は､ 実質的に幕府浅草天文台に勤務中で ある新発田収蔵の仲立 ちがある こと

から
､ 売れ っ 子の浮世絵師に作業を依頼した ことは十分に考えられる ( 資料 1 , 表 1) ｡ ｢ 柴田収蔵

日記｣ の ｢ 江戸日記｣ 安政三年九月三 日に は ｢
- 岡村に至る｡ ｢ 徳音孔昭｣ を売る｡ 此 に芳盛に

会｡
-

｣ とあり､ 収蔵と芳盛の関係が知られる｡ こ こ で ｢ 工房｣ と したの は､ 幼時より入 門して い

- 12 -
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た芳盛をはじめ多くの 弟子を国芳が抱えて い た こ と
､ 西洋 でも レ ン ブラ ン ト､ リ ュ - ベ ン ス を など著

名画家が弟子を抱え､ 各自の 工房 ( ブラ ン ド) で絵画を製作して いた例を考慮したためである｡ ウ

ィ ー

ン大 の絵師デ
- 夕べ -

ス に よれば
､ 安政 2 年 (1 8 5 5) 秋から悪化した脳疾患の 後遺症 (中風)

に悩まされ､ 筆力の衰え た国芳の 工房で は ､ そ れ以前から弟子らが国芳を補佐し作品を仕上げて い

た と推定される｡ なお､ 芳盛は植物の ｢ 木｣ と関係深い ｢ 桜ん坊｣ の号も有しており､ 想像を遥し

くすれば､ 桜月が三月の別名で ある ことから ｢ 三 木｣ を名乗 っ た こ とも考えられる｡ なお､ 富士 宮

市 H P で は三 木
一

光賓を人名辞典により歌川芳盛と解して いる｡

表 1 に よると､ 田原町和泉屋や三河屋半三郎が玉 の形を加工 した が
､
三河屋半三郎及び栗田ら

が新発旧を訪ねた折り不在であ っ たため
､
2 人で 玉 に つ い て 話し合 っ て い る｡ また ､ 新発田､ 百枝

両名が田原町和泉屋の作 っ た 玉 の形を桜岳のと ころに持参した ことなども見える｡ こ こ で は三河屋

が玉 の 型を製作した こと
､
また浅草田原町和泉屋伊左衛門も 3 月 5 日 に 型 を持参し､ そ の後 3 月

14 日 に も玉之形を受け取りに赴い た こ とが記されて い るo 3 月 1 9 日 に は茅場町三 河屋 半三 郎が玉

形を持参して いる｡

また
､
3 月 1 6 日 に は新発田や田原町和泉屋が女中の春を通じ､ 時計師の弥三郎から尺の加工賃

が 2 パ ル ム で 2 両で あるとの見積を得､ ま た､ 天文道真師の新次郎や庄兵衛からは 2 パ ル ム の寸法

を聞い て い る｡ こ の ことば
､
この 3 月 1 6 日の 時点で ､ 両者が和蘭はじめとする西欧の パ ル マ ( 長さ

の 単位) と尺 の換算値に つ い て知識を有して い なか っ た こ とを示して い る｡ P al m は人体尺で ､ そ の

長さ は 国､ 時代及び個人で若干異なるが､ 現在の メ ー トル法で ほ 7 6 .2 m m に 相当する｡ 東都紀行

録の 天文道師に よる尺貫法換算値をもとに現在 の メ ー トル に換算すると､ 地球圭
一 パ ル ム は 3 寸 2

分 8 厘 9 毛 48
､
2 倍 の ニ パ ル ム ､ 6 寸 5 分 7 厘 8 毛 96 は

､ 寸 - 3 .0 3 c m
､ 分 - 寸/1 0 = 0 . 3 0 3

､ 厘 = 3 .0

3 /1 0 0 0
､ 毛 - 3 ･0 3 / 1 0 0 0 0 とす ると

､
1 8 .1 8 + 1 .5 1 5 十 0 .2 1 2 1 十0 .0 2 4 2 4 + 0 .0 0 2 9 0 8 8 - 1 9 . 9 3 4 2 4 8 で あ

り､ 計算上 で は約 2 0 c m に なる｡ これ は､ 角田地球儀の直径に ほ ぼ等しい ｡ 新発田が 2 パ ル マ に拘

るの は､ 手本とした地球儀の直径が 2 パ ル マ で あ っ た可能性もある｡ 地球儀収納箱に つ い て は､ 春

が 7 月 2 日 に下谷の佐藤より､ 7 月 23 日 に岩井町で 2 箱購入 して い る｡ 収納箱は少なくとも 3 箱

で
､
デザイ ンの 同じ型が 2 箱存在する ことが予想される｡ なお､ 秋岡の世界地図作成史 p 20 8 の 同

型地球儀の収納箱では摘みの型が異なるため､ 出来合の箱を活用 した可能性もある｡ 以 上 の ことか

ら､ 角 田地球儀 ( 仮称美装地球儀) は､ 口 入 れ屋
､
金工

､ 木 工 など専門の職人に部品製作を依

頼して 製作されたもの で ､ 玉 の仕上 げは春や春吉その 他に よることが知られる｡

地球儀各部の詳細な製造過程を書留めた ｢角田桜岳日記｣ の ｢ 東都紀行録｣ で は､
一

般 に 玉 の

製作に関する記述が多い ｡ しか しながら､ 球面に貼る世界図に関する､ 地図の編集､ 作図と い っ た

重要な製作過程 は 一

切 ､ 記 述されて い ない. 豆腐
一

丁も落とさず記録した桜岳や春吉の記録に欠

落がな いとすれば
､
こ の ｢ 角 田桜岳 日記｣ に収録されて い な い ためと思われる｡ 日記 に そ の件が残

されて い な い こ とば非常に重要なところである｡ 箱書の製版 ･ 発行者及びゴ ア に記され た 4 名 に つ

い て は理 解できるが ､ 彼らは地図 ･ 地理学の専門家としては､ 全く無名に等しい 人士 であり､ か れ

らが世界図の 編集 ･ 製図に至る
一

括作業を行えたとは考えられない ｡ 張 り子 の球で なく､ ゴ ア を貼

り付けた球表面のなす球の直径に対応させて ゴ ア ( 世界図) の 縮尺を
一

致 させ なければならない ｡

こ の よう に球と ゴ ア製作は不離である にもかかわらず､ 三春屋や三河屋そ の他で 同時並行的に製作

された地球儀の球に対して ､ 世界図の編集と製図の時期は不明で ある｡ 唯
一

､ 描 画を依頼された

国芳工 房から の納品 ｢ かく面｣ の記載が世界地図を示唆し､ 辛う じて ､ 新発田が中心となり､ 世

界図の 原図をもとに版下図の作成を歌川 国芳 へ 依頼した ことが推定されるが
､ 世界図の編集と製
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図の プロ セ ス は
一

切語られて い な い｡ 地球儀に最も重要な世界図の原図作成という基本作業は､ 球

の 円周を直接測るという便宜的方法もあるが､ 上述の様 に高度な数値計算が必須であり､ 桜岳の

手代春吉や春､ 出入りの和泉屋や三河屋には不可能である｡ さらに ､ 沼尻の傘式地球儀の球面上

世界図の経線が直線であるの に対し､ 本地球儀の ゴア の それは曲線をなすなど､ 作図技術も格段に

高度であり､ 市井 の単なる知識人には製作は困難で はなかろうか｡ 国芳 へ 依頼した世界図の原図作

成者を特定する ことは容易で はないが､ 現時点では桜岳の周辺で地理学や世界地図の豊富な情報/

知識を有したもの は当時日本の世界地図/地理情報の収集
･ 解析機関である天文台に出入りして い

た新発田収蔵以外に適当な名は浮かばな い ｡ 想像を達 しくすれば､ 世界図の重訂を実質的に担当

した身近な地図専門家である新発田が中心 となり収集した地理情報をもとに世界図編図や製図を

行い､ 版下図の依頼から印刷まで指揮した ことも考えられる｡

な お､ 刀工 の江川仙太郎は高井文右衛門著 ･ 前北賓記老人画の ｢絵本孝経 (天保五 (1 8 3 4))

及 び元治元 (1 86 4))｣ ､ 宮大棟梁 ･ 平内大隅廷臣編の ｢ 四天王寺流正統 (嘉永元 (1 84 8))｣ ､ 笠

亭仙果著､
一

陽賓豊国画の ｢ あぢさゐ物語 ･ 三都妖婦博 (安政 2 (18 5 5))｣ ､ 高井文右衛門著
･

前北賓Ftj 老人画の ｢槍本孝軽 (嘉永三 (1 8 5 0))｣ ､ 林泉堂の ｢ 女実語数 (嘉永 6 (1 8 5 3))｣ ､ 大

賀範国の ｢大工絵様 雑工棚雛形 ( 明治 9 (1 8 7 6))｣ な どを､ 地図関係では､ 橋本兼次郎の ｢御

江戸囲説集覚 (嘉永 6 (1 8 5 3))｣ ､ 総房旅客 画狂老人 # 齢八十
- の ｢ 中国鳥轍図｣ ､ 沼尻墨倦

の ｢ 大輿地球儀 ( い わゆる傘式地球儀) の球面世界図 (安政二 (18 5 5))｣ な どを単独で ､ 白井通

気の ｢新訂南国全囲 (嘉永三 (1 8 5 0)) で は竹 口貞斎と共同で鎮刻するなど､ 幅広く活動して い

る｡

資料 1 地球儀用法略 ( ただし､ シ ン ボル及び五大洲と所領の色区分と送りカナ は省略した)

地球儀用法略

シ ゴ ケ ン キ ョ イ ケ イ 井 タ ト ヘ

◎子午圏 - 南北極ノ出地 ヲ定メ ｡ 及 ヒ大陽ノ距緯ヲ求メ｡ 又各地経緯ヲ求ム ル ノ用 二 供ス ｡ 仮如
カ ク

ハ 其地 ノ経緯ヲ求メ△△△ セ - ｡ 本地 ヲ以 テ｡ 子午圏天頂下 二移 シ ｡ 以テ側面 二 劃ス ル所 ノ度分
セ ツ

ヲ検セ ハ ｡ 其赤道ノ南北幾度△△即チ両極出地ノ幾度ナル ヲ知り｡ 又子午圏栽ス ル所ノ球面ノ赤

道度｡
-( ? / ( 9

即チ経度ノ幾許ナ ル ヲ知 ル ヘ シ｡ 雪祭
ノ

澄芽諾否ム讐勤歪雫ご 太陽距緯ヲ求ム ル法｡ 後 二 見 ユ｡
ヂ ノ ( ン メ ン ヲ ラ ン グ トキ カ ク ヘ ル マ

○時盤面 こ 洋時ヲ劃ス｡ 即チ
ー

日 二十四小時 ニ シ テ｡
-

小時 ハ ｡ 天 ノ十五度 こ 磨 シ｡
一

度 - 時ノ

四分 二 磨 ス｡ 以テ 時刻ヲ測り｡ 覧三各地ノ里差ヲ知ル へ シ ｡ 其法本地ヲ以テ子午圏天頂ノ下タ ニ

移 シ｡ 指針 ヲ シテ盤面ノ初時ヲ指シム ｡ 而メ球 ヲ転メ ｡ 求ム ル所ノ地 ヲ以 テ ｡ 子午圏天頂ノ下 こ
カウ コ ケ ワ ン

移セ - ｡ 則チ指針ノサス所 ノ幾時幾分｡ 其東西里差卜知ル ヘ シ｡ ○高弧環 ハ ｡ 太陽ノ高度ヲ量り｡

及 ヒ地平経度ヲ求ム ル ノ用 二 供 ス. 竺普蓋要品箪篇去 黄道十 二 宮 二 封メ｡ 平年 ヨ リ閏年 二 至 ル.
ソ ノ

､

ソ キ ソ ノ ヒ

四 年間ノ日暦ヲ配嘗ス ｡ 以 テ某月某日｡ 太陽ノ高度｡ 及 ヒ地平経度幾許ヲ知ル ヘ シ｡ 仮如 - 閏年
ケ ン

若ク - 閏後｡ 第幾年某月某日 ヲ以テ封ス ル醇 ノ黄道ヲ検シ｡ 以テ球面ノ黄道上 ヲ査メ｡ 太陽所在

ノ黙トス ｡ 此 二 於 テ｡ 球 ヲ転メ ｡ 子牛圏天頂ノ下タ こ 移 シ｡ 太陽赤道ノ南北幾度 こ ア ル ヲ知 ル ヘ

シ｡ 是時｡ 時盤ノ指針ヲ以テ｡

十 二時上 二安定シ｡ 球 ヲ転 メ｡ 午前或 - 午后｡ 求ム ル軒 ノ時分ヲ指サ シム而 ノ高弧環ヲ以テ ｡ 太
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陽所在ノ 黙ヲ裁ス レ - 則 チ本時太陽ノ高度ヲ得o △地平環面｡ 高弧環ノ栽ス ル軒｡ 其地平経度卜

知ル ヘ シ ｡ 最内層三百六十度ヲ劃ス ル囲｡ 共用 二 供ス ル ナ リ｡ 又最外層ノ三十二 方向位 - ｡ 備テ

以テ針路ノ方名ヲ知ラ シ ム｡ ○太陽出没ノ 時刺｡ 及 ヒ方向ヲ求ム ル - ｡ 前法 二 依 テ ｡ 本 日太陽ノ
テ ン ト

腰度 ヲ記 シ球 ヲ転メ ｡ 太陽ノ黙 ヲ以テ ｡ 地平環面 二 切セ シ ム ｡ 則 チ地平経度幾許其方向 こ 嘗ル ヲ

知り｡ 時盤上 二共時刺ヲ見 - ス ヘ シ｡ 右用法ヲ熟察セ ントナ ラ - ｡ 亦 二 三言 ヲ以テ ｡ 蓋ス ベ カ ラザ

ル事 アリ｡ 故 二 別 二
-

小冊 ヲ成メ ｡ 多般 ノ用法ヲ
ー

々 論説 シ共用術ヲ明暁ノ後チ｡ 始テ地球儀ノ
マ サ

平囲 二 優 レル事 ヲ知 ル ヘ シ｡ 但シ｡ 天文賓測｡ 航海賓間等 こ 於テ - ｡ 敢 テ欠ク ベカ ラサル者 こ 非 ス

ト雄 モ ｡ 初学ノ人是 二 以 テ 太陽ノ行道｡ 地球ノ方向等ヲ梗概 シ｡ 以テ 共著用ノ諸書 二 通暁ス ル ニ

-
｡ 最モ必用ノ モ ノ トナ ス ナ リ

五大州 所領

亜細亜州

欧羅巴州

亜非利加州

北亜米利加州

南亜米利加州

亜士低里州

魯西亜

英吉利

和 蘭

是班牙

波ホ杜瓦爾

排蘭西

牙邪鴫爾加

阿理量

蘇亦棄亜

以他里亜

多爾其

都 山脈 国河 国境

安政三年丙辰仲冬

谷部棲蔵板

江戸 杉本宇兵衛 登

駿河 佐野輿市

資料 2 東都紀行録 日記､ 小道ひ和､ 覚及び地球玉之和

( ただし､ 日付の前後､ 当て字､ 欠落は本文の マ マ と した｡ なお､ ･ ･ は資料 2 として は省略した

部分を表す)

安政 2 年 東都紀行録 ( 三十
一

番) 二月吉日

日記

二月廿
一

日寅 ･ ･ ･ 春 天文台新発田様江玉張抜持参､ 帰り こ 横山町 二 而漠胡手本買､
･

･ ･ 旦

那様中村屋より帰り､ 浅草大代地百枝先生 へ 立寄､ 天文台新発田様江御立寄留主､ ･
･ ･ ･

二 月廿 二 日卯 ･ ･ ･ 常 州土浦地球玉抜人沼尻氏八 時より三春屋 二 而酒飯 ､

･ ･ ･ ･ 松浦多気志

楼先生来る､ 舟図写 ､ 四時帰り､ ･ ･ ･

二月廿四日巳 ･ ･ ･

早夕飯､ 安藤先生来る､ 三河屋半三郎殿酒出ス ､ 四時二 帰る､ ･ ･ ･ ･ ･
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二 月什五日午 ･ ･ 春浅草天文台新発田様伊勢之国絵図置､ 米 沢町お ふじ殿之処 二 而色 々唯し､

七時より旦那様御むか ひ ､ 坪内棟内大久保伝吾様江写本之催促､ ･ ･ ･

_
二月廿/く日末 ･ ･ 春新発田様江使､ ･ ･ ･ 八 半時安藤先生来る､ 新発田様同道 二 而 日▲ 那様向島

花見御泊まり､ ･ ･
･

二 月廿七日申
･ ･

安藤先生来る､ 年号の政事之本写行､
･ ･ 松浦様 たんサク持参､

･ ･

二 月什八Fl 酉 ･
･ ･ 神 田小柳町和泉屋より書面来る､ 返事遣 ス ､

二月 け九日成 ･ ･ ･ 春 ･ ･ 浅草田原町和泉屋江立寄､ ･ ･ ･ 天文台新発田様立寄､ 米沢町湯屋､

九半時6 七時 二 帰る､ ･ ･ 三 河屋半三郎殿玉持参､ 四時帰る ､

･ ･ 小柳町二河や 二 而和H 小/,
-

:

衛 門様江手紙使､ ･ ･ ･

二 月升目亥 ･ ･ 三 河屋 半二郎殿来る､ 天文台新発田様江案内同道 ､ 御留主 二 而本所駒留石栗田

様江立寄､ 玉 の叫し､ 三河屋両国二 而別､ 春四時 二 帰る､ ･ ･ 春小柳町三河屋与兵衛殿方~~二而

小左衛門様江使､ ･ ･ ･ ･

二 月朔日子 ･ ･ 安藤先生来る､ 写本点付､ ･ ･ ･ 松浦多気志楼様来る､ 夕飯小西より酒壱升､

安藤先生 ･ 松浦様四 ツ 時二 帰る､ ･ ･ 夜九半時より小網町壱丁目始出火 ･ ･ ･ 又 春吉宿 へ 帰り

龍土江水くむ､ 屋根 へ 水上る､ ･ ･ ･ 福井町浅田様 ･ 天文台新発田様はたらき

二月四口卯 ･ ･ 月.那様 ･ ･ 音羽湯入湯､ 帰 り 二本箱員､ ･ ･ 本 しら べ ､ ･ ･ 松浦様来る ､ 夕飯

出ス､ ･ ･ 松浦様五時帰る､ ･ ･ ･

三 月 五日辰 ･ ･ 春早朝 二小柳町 三丁目三河屋与右衛門殿方二而小左衛門様江書面使､ ･ ･ 有馬

水天宮江参詣､ 雨大 ひ こ ふ る､ 帰り こ 三河屋半三郎殿 へ 立寄､ 八時 に宿江帰る､ ･ ･ ･ 和泉橋た

は こや江専行､ 芝 田様 ･ 百枝先生 ･ 田原町和泉屋玉のかた持参､ 帰 り こ く らやみ こ 而大ひ こ 難儀

する
､

･
･ E]

+ 那様三 春屋 二而酒飯､ 新発田様来る､ 松村保之助様近火見舞上 酒壱升､ 新発田様

夜九時迄酒盛り､ 豆州様来る

二月六 日巳 ･ ･ ･ 春 ･ 帰 りに 三河屋江立寄､ 留主 ､
八半時二河屋半二郎殿来る､ ･ ･ ･ 暮方帰

る
､ 松浦多気志楼先生来る､ ･ ･ ･ ･

二 月八 日未 ･ ･ ･ 留主江おた っ 様尋来る

二月七日午 ･ ･ ･ ･ 春吉 ･ ･ 茅場町三 河屋江立寄､ 玉形持参､ ･ ･ ･ 旦 那様三春屋衝立寄､ 松

浦様来る､ ･ ･ 春吉本所栗田様江使､ 留主､ はや蘇之所江 谷屋様来る､ め い わく こ て九時来る

三月十日酉 ･ ･ ･ 大 宮町松浦様来る､ 九時より神田橋本多加賀守様江か こ訴､ ･ 春本郷傘谷杉

むら保之助様江立 寄､ 界之図持参､ ･ ･ 旦那様神田橋より傘谷経保様江廻る､ 湯島六丁目房州

屋真助殿にて 松浦様逢二行進物すし､ 帰りに保之助江立寄､
･ ･ ･ ･

三 月十
一

日成 ･ ･ ･ 春 ･ ･ 夜入帰る､ 松浦武四郎様来る､ さけ､ 昼 八時風吹､ 松浦様夜飯出る

三月十二 日亥 ･ ･ 信 夫様江半紙十状 ･ ･ ･

三 月十三日 ､ 早朝くもる､ 五 半時二安藤先生来る ､ 春栗田様 ･ 田原丁い つ ミ や ･ 新発田様使､

三間とも留主 ､ おひ さ殿来る､ ･ ･ ･ ･

三 月十四日丑 ､

･ ･ ･ 春佐竹様内高矢半右衛門様江砲術全書写本請取二行､ 近火之節取込紛失

いたし候由､ ･ ･ 旦 那様 ･ 春湯 に行､ 湯屋なかしに弐百文留桶分遣 ス ､ 八時帰り昼飯､ 旦那様御

休､ 春浅草田原町和泉や伊左衛門様江玉之形受取 二 行､ 新発田様御留主､ 暮方帰る､ E]l 那様五

半時_
二御目さめ夕飯､ ･ ･ ･

･

二 月十五 日寅､ ･ ･ ･ 旦 那様七時二御帰り､ 松浦様来る､
･ ･ ･

_
Fl 那様

･ 松浦様 ･ 菊屋同道二

而柏屋江御出 ･ ･ ･ ･
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三月十六 日卯､ ･ - 安藤先生弐枚計り写物､ - 旦 那様同道 二而安藤氏帰る､ 旦那様 ･ 宿鉄

之助殿本所御支配江御出､ ･
- 八 半時 二御帰り､ ･ - 早夕飯

､ 春暮方天文台新発田様 ･ 田

原町和泉やよりの差図二 面
､ 浅草田町時計師之弥三郎殿江 尋る､ ニ パ ル ム ノ尺弐両位之由､ 外

二職人茅町江戸勘之近所菓子屋之裏天文道真師事松殿､ 同福井町い ちう八幡之近所新次郎殿､

神 田鎌倉横丁天文道真師庄兵衛殿､ 地球玉
- パ ル ム ニ寸弐分八塵九尾四八 ､

ニ パ ル ム 六寸五分

七厘八毛九六なり
､ 書方御支配様之御侍来る､ 旦那様手紙認メ ･ - ･

三 月十七日辰
､

- すく に本所大橋江為替之金子受取二御出､ 支配人留守 こ テ請取らず､ ･ -

大 久保伝吾様より御沙汰書来り､ ･ ･ ･

三 月十八 日朝巳
､

- 春天文台新発田様江使､ 田原町和泉屋来る､ - - ･ -

三月十九日午
､

- 安藤先生来る､ 春地球台ひながた紙二而掠､ 松浦様尋来る､ 旦那様御休､ -

- 春茅場町三 河屋半二郎殿玉形持参､ ･ - 春吉浅草天文台新発田様江使 ､ 田原町和泉屋江

地球台ひな形持参
､ 夕暮六時二帰る､

三月廿日末
､

- 三 河屋 半三郎殿来る､ 九時 二帰る､ - - 田原町和泉屋江玉ノ形催促
､
天

文台新発田様 ､ 暮方品川偏二 出火､ 六 ツ時青山通り出火､ 田 川屋為吉殿来る ､
三春屋 二 て大酔

なり､ ･ ･ ･
･

三月廿 二 日酉､ - 春四時伊東様江薬礼薬もら ひ ､ 七時田原町泉屋形受取､ 橋本丁かざりや江

しん中之尺頼､ 春夜五時6 本郷傘谷保之助様江王 の張抜頼二行 ､ 世話しき由二而ことわり
､
玉

子偏二 出火あり､ 四半時帰る､ ･ ･ ･ ･

三 月廿三 日成､ - 旦 那様五時御ぜん
､ 春飯倉伊勢卯様江金子五両之返済二行､ 神 田前岡田や

嘉七殿江金子四両相渡し､ 五分五厘釣
､ 伊勢宇二而酒食馳走二成､ 八時 二帰る

､ 安藤先生少 々

之写物､ - 春吉河津様 へ 海苔進物､ 休明光記附録竜巻持参､ 殿様留主なり
､

- -

三 月廿四 日亥､ - 春吉伊東玄朴様江薬取十帖､ - 吉原宿米屋安兵衛様来る､ ･ - 三 河屋

半三郎殿来る､ 金壱歩渡ス ､ -
- 栗原様江行二小風呂敷本壱冊 ､ 伊東元啓様来る､ □江弐

百文
､

･ ･ ･ ･ ･ ･

三月廿五 日子､ ･ 安藤先生定例､ 春吉玉張抜仕事､ - - 春 しん中之尺取二行､ 伊勢宇様来

る
､ 春夕方浅草田原町和泉江玉之台挑､ ･ ･ ･

三 月廿六日丑 ､

･ 伊 東玄朴様江薬取十帖 ･ - 上 州六三郎殿四時より八時迄昼食､ 国定之忠治

之哨し有､ 春泉杏買二行､ - 春米沢町湯屋おふ じ殿江手本の使 ､
- 春吉､ 立寄､ 田原丁和

泉屋玉之形直し､ - ･ 六 時天文台新発田様江立寄､ 五時帰る､ ･ -
･

三 月廿七日寅､ - ･ 安藤先生定例､ 金壱宋也万葉集質物二置候哨し受出し之代金､ 旦那様願

書認メ ､ 春高矢様6 写本持参
､
信夫様江立寄 ､ 御留主なり､ ･ ･ ･ ･ 四 時 二春吉帰り､ 芝居町

二 両方角違ひ ､ 三谷橋迄行､ ･
- 田原町和泉屋二而玉形持参 ､ 四時半二宿江帰る､ 旦那様お

ふじ殿と聖天町江泊まり

三月廿八 日卯 ､

- ･ 信夫様来る
､ 春吉玉張抜､ 安藤氏万葉本預り

､
はな わ次郎様江万葉の講

釈 二行､ - ･ 伊豆記四巻はなわβ借る､ - 旦 那様夕方暮二 成帰り､ 三 輪田様御出､ 三河屋

半三郎殿玉 持参､ 旦那様 ･ 三輪田様何れか御出掛､ 夜入雨ふる
､
九時旦那様卸帰り

三月廿九日辰､ ･ - 二 輪 田様使弥三郎殿六丁からみ鉄砲持参
､

- 春伊勢宇様江八半時帰り､

信夫様環海異聞見合
､
旦那様願書認メ ､ 夜入旦那様津久井屋江御出､ 春米沢町江使､ 入湯､ 夕

方玉梓る､ ･ ･ ･

四月朔日巳､ - 弥八郎様6 佐竹様 ･ 仙台様箱館御警固之御沙汰書借る､ 安藤先生写､ -
･
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津久井屋6 鉄砲帰る､ 春玉を持合る､ 八時半6 信夫様御出､ 春浅草田原丁泉屋江使 ､ 松月江傘

帰ス､ 帰り天文台新発田様 へ 寄､ 旦那様 ･ 信夫様三春屋二 て 酒､

四月 二 日午､ ･ ･ ･ ･ ･ 津久井屋β鉄灼持参､ 弥三郎殿 へ 帰ス ､ ･ ･ ･ 春本之掠､ 信夫様写物､

･ ･ ･

春留主休ミ､

四月三日未､ ･ ･ ･ ･ ･ 高矢半右衛門様江本催促､ 本掠 ､ 伊勢宇様来る､ ･ ･ 春先 へ 帰る､ 本

掠､ ･ ･ ･

四月 四日申､
･ ･ ･ ･ ･

春本掠､ 信夫様来る､
･ ･ ･ 信夫様来る

四月五日酉､ ･ ･ ･ ･ ･ 社領松浦様来る､ 大村政二郎様来る､ 吉原宿質屋宇兵衛様本所柏木様

江口､ ･ ･ 会津雨耕老人来る､ 写本置金壱分遣ス ､ ･ ･ ･ 春夜入浅草田原町泉尾江使､ 五 時二

帰る､ ･ ･ ･

四月 六日成､ ･ ･ ･ 三 河屋半三郎殿玉持参､ 高矢様6 砲術全書持参､
･ ･ ･

新発田様
･ 言皆伝様

御同道来る､ 酒望､ ･ 暮方旦那様同道下谷 ･ 池端ヲ廻り吉原江御出､ ･ ･ ･ 高矢様J6 写本遣ス

四月七日亥､ ･ ･ 春高矢半右衛門様江写本頼､ 茅場町三河屋江用事､ ･ ･ 春昼 食三春屋､ 九半

時6 旦那様御むか ひ 二行 ､ 田町成田屋江､ 田中屋より､ 江戸町壱丁目大口江 御遊､ 八半時6 新

発田様 ･ 讃伝同道二 而帰る､ 旦那様聖伝町 二用向有之廻る､ 春 田原町泉屋6 地球儀台出来持参､

帰り 二天文台江立寄､ 言皆伝様御同道二而帰る､ 旦那様三春屋まで先江御出､ 三春屋三人酒､ 五

半時三春屋6 帰り､ 語伝様御泊り､ 大 ひ 二雨ふる､ 田中之勘定壱両弐分､ 譜伝様壱分出ス ､ 新

発田様弐分三朱出ス､ 信夫様夕方帰り

四月八 日､ ･ ･ ･ 語伝様 ･ 安藤氏 ･ 高橋礼之進様三人同道 二而番町江御出､ 春紺屋町挽物屋国

松殿江玉形跳､ 三春屋二而昼飯､ 信夫様来る､ 旦那様
･ 春髪結､ 清助殿に旦 那様御羽織染二頼､

染返之物遣ス ､ 春吉たは こ買､ 山 口屋江手紙届ケ､ 浅草天文台新発田様之用向､ 向 しま手之御

前二而国芳之処かく面持参､ ･ ･ 夕方帰る､ ･ ･ ･

四 月九日､ ･ ･ ･ 四 時6 晴天風吹､ 八半時6 信夫様
･

春天文台新発田様江行､ 連中二 て信夫様

酒食､ 新発田同道二 て蔵前之初音二 て酒食､ 信夫様払､ 春 ･ 新発 田様同道栗田様江進物菓子､

五半時二帰る､ ･ ･ ･ ･ ･

四月十日､ ･ ･ 安藤先生定例､ 吉原宿質屋右兵衛様之使､ 柏森米安様之居所聞合二来る､ ･ ･ ･ ･

是6 末､ 旦 那御控二相成候

日記

六月十六日末､ ･ ･ ･ 安藤様 ･ 木島村医師壱人 ･ 信夫様 ･ 讃伝様十弐枚写物､ 八時 二御帰り､ ･

暮六時6 築地飯田様6 飯倉伊勢宇様江 四末二行､ ･ ･ ･

六 月十七日申､ ･ I ･ 五 半時春吉龍王屋之用向二 て伊東玄朴様江使､ 九時二 帰る､
･ ･ ･ 春吉

薬研堀名倉様江矢之根石帰ス ､ ･ ･ ･

六 月十八 日酉､ ･ ･ ･ 春本掠 ､ 飯倉江廻り伊勢宇様江灼術全書四冊帰ス ､ ･ ･ ･ ･

六 月廿日亥､ ･ ･ ･ 春吉蓮屋江立寄､ 黒 田村之
一

件伺､ 十七日 に御呼出し､ ･ ･ ･ 八 半時今井

鉄弥様伊豆志御持参､

六月廿
一

日子､ ･ ･ 九時駿府中川屋金八様来る､ 寛永六年之手紙本 ･ 墨壱丁進物､ 暮六 時新発

田収蔵様来る､ さ け､ 夜九半時御帰り､ 旦 那様 ･ 春吉八 時二寝る､ 五 半時春日本橋江はみかき

求に行､ 雨耕 ･ 安藤 ･ 天文台之人

六月廿二 日丑 ､

･ ･ 春吉伊東様江薬取十帖､ ･ ･ ･ ･ ･ 春 川津様江使

六月廿三 日寅､ ･ ･ 伊東様J5 薬十､ 春川津様江使 ･ ･ ･ ･ 春佐竹様 ･ 平 田様江稲生物語帰ス､
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写本代払
､

･ ･ ･ ･

六 月廿四日卯､ ･ ･ 春伊東様江薬十 つ つ み､ ･ ･ ･ 安藤様来る､ 信夫様来る､ 高矢様伊豆志持

参

六月廿七日午､
･ ･ ･

春夕方高矢様江使､ ･ ･ ･ 春本供給､

六月廿八 日未､ ･ ･ ･ 今井様来る､ 唐山紀事写本､ 夕方御帰り､ 天門台足立様御子息来る､ 本

所割下水竹細工人小市郎様田舎J5 帰りかけ立寄､ - ･ ･ ･

六 月廿九 日申､ ･ ･ ･ 地 ノ端本屋今井様 ･ 安藤様夕方御帰り､ 新発田様 ･ 言皆伝様御出､ 伊東之

弟子玄考様来る､ しやうちう馳走､ 春日本橋江使

六月升目酉 ･ ･ ･ 宇都宮 ･ 青山 ･ 上野様 ･ 仙台様大河原宿高橋忠左衛門様御出立 ､ 甲府栗林

様夕方迄､ 今井様 ･ 安藤様さけ､ 春五時 二天文台江使､ 旦那様三春屋而す ゞみ

七月朔日成､ ･ ･ ･ 春天文台使､ 信夫様江使､ 今井 ･ 安藤 ･ 信夫右三人書物調､ 高矢半右衛門

様6 そ うめん馳走､ 写本持参､ タセ半時新発田様御出
､ 本之小 口書､ 夜入 さけ､ 五 時御帰り､

大久保伝吉様来る

七月 二 日亥､ ･ ･ 大 ひ に暑甚敦､ 春箱求二岩井町江行､ 客無 シ ･ ･ ･ ･ ･

七月 三日子､ ･ ･ ･ 春飯倉伊勢宇様江使､ ･ ･ 七時二 大ひ に地震

七月四日丑 ､

･ ･ ･ 旦 那様朝御帰り､ ･ ･ ･ 春中沢先生 二而河田様江使､ 新発田様江使､ 四時

J5 信夫様江使､ 新発田様用事亀井町江立寄､ 栗 田万次郎様江本持参､ 米沢町江使､ 夕方皆伝様

御出､ 旦那様三春屋

七月五日 ､ 朝6 天気､ 寅 ･ ･ ･ 春 二階二 而本直し､ 夕方皆伝様 ･ 新発田様御出､ 両国米沢町村

田新見世江御出､ 四時半御帰り
､ 春手本認メ

七月六日朝6 天気､ 卯 ･ ･ ･ 九時J5 上野御成道紙徳二而本御求､ 地端 二而酒食､ 上野 二而す ゞ

み
､

･ ･ ･ ･

七月七日天気､ 辰 - ･ 神谷次郎様 ･ 大土肥村祖平様 ･ 信夫様絵図書､ ･ ･ 伊勢宇様来る､ ･ ･ ･

七月九日午 ･ ･ ･ 春天文台江使､ 旦那様御支配様江御出､ 九時 二 御帰り､ 春本しら べ ､ ･

そ う

じ､ ･ ･ ･

七月十日未 ･ ･ ･ 春伊東万歳様,5 絵図三枚持参､ 亀吉6 荘子二壱冊求､ 久右衛門町 へ 玉尺挑､

三春屋 ･ ･ ･ ･

七月十
一

日中 ･ ･ ･ 旦 那様 ･ ･ 茅場町島庄 ･ 日本橋たる市釘店河幸 ･ 本波屋丁島様 ･ ･ ･ ･

､

留主 江安藤様 ･ 大久保伝書様6 本帰る

七月十二 日朝6 天気､ 酉 ･ ･ ･ 春本掠､ 夜入春新発田様江使

七月十三 日成 ･ ･ ･

春天文台江使､ 杉村保之助様勘定済､ 新発田様夕方迄､ 夜入新発田様吉原

江御出､ 旦那様御同道之積もりにて ､ お ひさ女来り見合二成､ 春天文台迄言わり二行
､
又 々 旦那

様五半時6 よし原江御出､ 宇都宮徳三郎様同道二成､ 新発田様三人二 而坂七6 上る

七月十六 日丑 ･ ･ ･

春本綴､ ･ ･ ･ 皆伝様御出､ 同道 二而御出かけ､ ･ ･ ･ 春信夫様6 天文台

新発田様絵図書也佐藤覚蔵様使､ 夜入帰る､ 旦那様四半時御帰り

七月十七日寅 春高矢様より橘町三河屋半三 郎殿､ 御船蔵前信夫様留主 ､ 安藤様御出 - ･

七月十八 日卯 春早朝二信夫様6 新発田様江使､ 信夫様来る､ 春本掠 ､ 安藤様来る､ 塙様江行､

山忠来り本返 ス ､ ･ ･ ･ 皆伝様 ･ 新発田様来る､ 夜九半時新発田様御帰り､ 皆伝様御泊り ･ ･ I

七月廿 二 日未 ･ ･ ･ か こ
､ 信夫様写物､ 春本綴､ 新発田横江使､ 留主江皆伝様来る､ ･ ･ ･

七月廿三 日申 ･ ･ ･ 春新発田様6 下谷佐藤様箱男､ 今井鉄弥様来る､ ･ ･ 旦 那様 ･ ･ 牛込山梨
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様江御泊り､ 金子様より大小借帰る

七月廿四 日酉 ･ ･ ･ 春天文台御使､ 膳箱荷作､ 諸品たる つ め､ ･ ･ ･

七月廿五日成 ･ ･ ･ 春夫文台使､ 浅草大住源助殿江めもり訊､ 四 日市たる市江使､ ･ ･ ･ 夕方

天文台 ･ 下谷佐藤 ･ 他端岡村 ･ 小石川金子様江使､ ･ ･ ･ ･ ･

七月廿六日亥 ･ ･ ･ 春本掠､ ･ ･ ･ ･

小道ひ和

七月十八日 人古文 新発田様6 時かり

七月廿五日 弐百文 三春屋江質物利

七月廿
一 日 入金弐両 三春屋より質物の分

七月廿四日 入金壱両也 同断

同日 入金壱分 弥八郎様β時借

同日 出金壱分 地球王台弐つ

同日 出百八文 同輪直し

廿六 日 入金壱分壱宋也 弥八郎様J6 東達紀行代

同日 出金壱分也 同人江時借分返 ス

廿九日
-

百文 安藤様

同日 出金弐朱也 足立様御次男江筆耕代

同日
-

金壱朱也 地球尺四半規

八月八日
一 三百五十文 高夫様写本代

｢ 小道細｣

覚

二月廿
一 日 -

金壱分也 安藤野雁先生質物受出し不足分

二月什二 日 出金弐朱也 松浦多気志楼様､ 休明光記附録代

二月廿三 日
-

百六拾四文 剣術伝授巻物五本､ 本郷 二而

二月廿四日
一 三 百弐拾六文 通旅篭町平野屋二而､ 稲生物語､ 相州図

同日 出金三栄也 通油丁橋キワ芝屋名家物語四 ･ 擁書漫筆四

三月朔日
-

百文 出火之節わらし弐足 ･ ろう そく

二月‖＼四日 出金弐宋卜五百六拾八文 新発田様同道はな見､ 向島 二而

同日
- 四拾八文 高木二而筆壱本

三月三 日 出金壱分弐宋也 江川町加賀屋弥吉殿本箱代

三月六 日
- 五拾六文 本箱ふち尺板代

同日
-

古文 新発田様御出御酒出ス節しやけ代

三月
一

日
一

入金壱両也 尾張屋二而小左衛様6 時借分

覚

三月六日 入金五両也 芝飯倉弐丁目伊勢屋宇兵衛様6 時借､ 春吉使

三月九日 出百文 神田橋かこ訴訟之所､ 茶見せ茶代

三月十日 出金三栄 湯島明神下二而き せき老人 天保御社祭日記也､ 外 二 品 々反古竜巻､

天明中御沙汰書也

同日 出弐百壱拾六文 社領松浦氏江進物すし代

三月六日 出金壱両也 三 春屋勘定内金
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三月十
一

日 -

弐拾文 人湯銭､ 金切賃

三月十二 日 出三拾六文 芝居町絵図代

三月十三 日 - 四百文 大住源助二而唐筆書本代

三月十六日 出金弐朱卜百弐拾八文 菊屋 ･ 松浦様同道 こ て 柏屋行 二割合分菊屋渡ス

覚

三月十八日
- 八拾文

三月十九日
-

金弐朱也

同日
-

百拾四文

三月十九日
-

弐拾四文

三月廿二 日
-

弐拾四文

三月廿三 日
-

百文

地球玉台ひな形表紙買

美濃紙五状

柳川半切百枚

はんし壱状

はんし壱状

はんし四状

覚

三月廿四日
-

弐百三拾弐文 王張抜之反古代

三月廿五 日
-

弐百文 地球玉しん中之尺之代､ 橋本丁

同
一

拾弐文 王之心棒はり金代

三月廿七日
一

石弐拾四文 東海談壱冊 ､
浅草蔵前二而

四月四日 入金壱朱也 表紙買節預り

同
一

弐百五拾六文 表紙十三枚

同
一

七拾弐文 本とち
十

糸､ 横山町二而

同 入金壱朱也 半紙買節預り

同
一

三百九拾三 文 半紙拾状､ 鼻紙四状

同
一

百三拾弐文 鉄之助殿 ･ 幸助殿筆代

四月六 日 入金壱宋也 皆伝様 ･ 芝 田様御成之節買物時

四月十日
-

百七拾三文 柳川半切紙店 二 而百枚

『四月十
一

日 より春吉播勝江行､ 日記 ･ 小道 ひ之和六月十六日迄相休申候』

覚

六月十七日
-

弐百七拾八文 本峡切五尺五寸代

同日
一

三拾六文 本直し壱合

十八 日
-

百拾六文 本峡裏紙四枚

廿
一

日
-

百文 写本紙三枚

六月廿
一

日
-

百七拾弐文 酒五合､ 新発田様御出

六月廿三 日
-

金弐朱卜弐百七十弐文 平田様江写本代払

六月廿六 日
-

百文 百人
一

首本古ちん こう記

六月廿七日
-

四拾八文 本峡 ･ 小はぜ六組

同日 - 六拾四文 高矢様江持参半紙弐状

六月廿八日
-

弐百拾八文 白紙弐枚､ 本外題

六月廿九日
-

百文 同月廿八日分 安藤様分 ､ 鉄之助様江返 ス

六月廿八日
-

弐百文 本綴糸四品

六月升目
-

弐百文 筆品 々 八本

同日 -

弐百四拾八文 美濃紙壱
､
上 はんし三伏
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-

百 三拾四文 □□すり表紙代

覚

七月朔日
-

七拾壱文 本表紙四枚

七月二 日 - 金壱朱卜百弐拾文 箱弐ツ

同日
一

石七拾三文 半切百枚

同日
- 八文 のり代

六月二 日
- 七拾弐文 岡田屋 二 而表紙弐枚

五 日 -

百文 菓子代､ 新発田
･ 皆伝様

八日 -

百四拾八文 みの紙壱状

七月十日
一 三百弐十七文 本亀 こ 而荘子拝本二巻壱冊

同日
-

金壱朱卜弐拾四文 佐久間町伊藤万歳様二而絵図裏打三枚分

七月
- 八 日 入金壱朱也 半紙買節

同日
- 八拾文 半紙三枚

同日 入金壱分 絵絹買節

同日
-

弐百拾六文 画絹尺八壱尺

同日
-

六百五十六 文 同弐尺六寸

七月十八 日
-

金三宋弐百文 地球玉真申九輪弐組

七月廿壱日
一

三拾弐文 同人写本はんし代

七月廿五 日
一

三拾弐文 上 はんし壱状

同日 一 三拾弐文 本表紙壱枚

七月廿五 日 入金壱分也 佐藤横江地球玉手間道候分

同日
- 金壱分也 同断江

同日
-

弐百四拾八文 柳原札屋金次郎殿尺之代

七月廿七日
-

拾六文 文まわし

同日
一 三十弐文 文ま - し､ はけ筆壱

七月廿八 日
-

四拾文 早見年代両面摺弐枚

同日
-

拾弐文 うす美濃四枚

覚

八月二 日 入金壱分也 尺之もり代也受取

同日 入金弐朱也 新発田様β

八月三 日
- 金壱分弐朱也 佐藤様地球玉代

八月四日 入 金弐朱也 大住源助殿尺目もり代之節

同日
-

金弐朱卜三百九拾弐文 地球尺目もり代

四日
- 六 拾四文

五 日
一 三 十弐文

八月五 日
一 三拾四文

同
一

弐百文

同
一

百四拾八文

八月十五 日
-

弐拾四文

八月九日
-

六拾四文

筆耕半紙弐状

はんし壱状

筆壱本

両掛棒壱本

大概順弐冊

浅草二而はんし壱状

たる市写本代
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八月十二 日 - 四拾八文 地球玉定木

｢書物和｣

書籍貸借控揺 二 写料払方

覚

-

丑年風説 皆河様 ヨリ借､ 大久保伝吾様 こ 有

-

魯西亜 ヲ ウ セ ツ 松浦サ マ ヘ貸

- イギリ ス ヲウ セ ツ 芝田様貸

覚

-

遠近練珍和解 半紙弐十五枚 高矢様 八料〆弐百八文

一

魯説問答 美濃紙廿五枚 同人､ 九料〆弐百三十三文

一

兵話 半紙十
一

枚 同人 八料〆八十八文

一 亜 墨利加書翰槽書 美ノ廿五枚 同人 九料〆弐百三十三文

一

海上砲術全壱 美ノ 同人 九料〆五拾八枚 壱冊八重 二 写､ 近火節うしなひなり

惣〆五百四十弐文 内金弐朱也相渡し置

一

江葉山神塞記 同人 八号紙拾八枚 料〆百四十八文

半紙 〆四百四十八文 五十四枚

み の 〆壱貫拾弐文 百八枚

ニ ロ 〆壱貫四百六拾文 内八百弐拾四文引

四月十
一

日改 メ

差引 〆六百三十六文

一

駁戒問答 みの

-

治安策

同人

新発田様

今井鉄弥様

一

三家考 五 拾八枚 半紙 自弐枚

同三冊読合

一

豆州志 九 ･

十 ･ 十
-

･ 十 二 ･ 十三冊 〆五冊 墨付弐百三十五枚 美濃 白紙拾枚

一

口 セ ツ問答 草書壱冊 ミ の墨付三十六枚 自弐枚

-

カ ン チ ン 半紙十三枚 自弐枚

高矢様

-

四百弐十壱文 伊豆志九壱冊

-

弐百十六文 半紙本廿六枚

-

十弐文 たし紙

〆六百四拾九文 此壱宋 卜弐百三十七文使江払

覚

三月十九日
- 金壱分也 美濃紙外 二 半切買節

同廿日
- 金壱分也 こり紙買節

｢ 旦那様6 金銭相預り分｣

｢ 地球玉之細｣

- 2 3 -



人文論叢 (三 重人学) 第2 5 号 2 0 0 8

四月十日改メ

ー

拾弐匁 玉之形代

一

弐百文 同直し

-

金壱分 三河屋半三郎殿

一

弐百廿四文 真申尺はり合らを竹

-

弐百四十八文 反古代
･ の り代 ･ 春吉張分

〆金弐分卜二百四十六文

田月十三 日

-

拾弐匁 玉之形壱ツ ､ 紺屋町国松殿

｢ 是より旦那様御手元より払方分相､ 春吉預り6 細分前二 あり｣

覚

七月二 日
-

金三分 三春屋勘定

七月五 目
-

金壱分 宇都宮徳三郎様か し

同日
一

金弐宋卜六百六十四文 新発田様 ･ 皆伝様 ･ 村田様三人

六日 入金弐両也 三春屋6 質物分

同日
-

金弐分三栄也 紙徳 二 而 エ ン石雑志三 へ ん ･ 古図纂

同日 入金
一

両弐朱也 同人6 ､ 読藩カ ン譜代

同日
一 三宋也 岡庄 二 而百石物弐 ･ 古図

一

同日
-

弐宋也 実証風俗壱

八日
-

八拾四文 阿達様差上候半紙三状

十日 入金壱両弐分 三春屋6 質物分

十
一 日 一 金弐宋也 高木二而筆品々

十 二日
- 六 拾八文 同菊や こ 而半紙四枚分

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

｢ 旦那様6 払方之分細 ､ 前 より是二 つ ゞく｣

七月十四 日 入百文 芝田様J5 吉原帰り時借
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表1 角田家地球儀製作作業者と製作過程

勾ミ 月 日

玉の 型と#
.
形およぴ組み 立て

玉の 寸法調 と子午

環 ､ 時輪の 作製 ､

度数 ､ 目盛り刻印

ス タ ン ド､ 台及 び

地平環 の製 作

収納箱の製作及び蓋

真の凡例作製 . 作図 .

鐘刻､ 印刷､ 貼付け

世界図編集 . 縮尺の決

定 . 図化 . ゴア製作
､

津別､ 印刷､ 貼付け

新発 田収載の 関与

春 と春吉 作業分 和泉屋作業分
I

.
河屋半 =
_
郎作業

分

春紺屋 町挽 物皇国

松作業分

傘谷保之助 および

佑藤様作業分 ( 前

者 は作業せ ず)

安政 2年

(1 8 5 5)
22 1

春夫文台新発 田様

江玉張抜持参

春夫文台新 発田様

江玉張扶持参

安政2 句
=

-
(1 8 5 5)

22 2

常州土浦地球 玉抜

人沼尻氏八時 より
=

.春屋 こ n]-酒飯

安政2 年

(1 8 5 5)
22 4

I
. 河屋半 =
_
郎殿酒

出ス

安政2 年

(l 8 5 5)
2 2 8

神田小柳町和泉昼

より書面

安政2 年

(1 8 5 5)
22 9

春 . . 浅草田原町和

泉藍江i
'

L 寄 ､

. . .

大文台新発田様立寄

:
. 河屋半 :_郎殿玉
持参

香 - 浅草田原町和

泉尾江立寄 ､

- .

天文台新発田様iL寄

安政2 年

(1 8 5 5)
23 0

三河屋半二郎殿来る,

春吉天文台新発田様

江案内同道 , 抑留主

二-h-本所騎留右栗田
横江it寄 ､ 玉の噛し

安政2 年

(1 8 5 5)
3 0 5

芝田様 . 百枝先4 =
_

.

田原町和泉星玉 の

かた持参 ､

安政2 年

(1 8 5 5)
3 0 6

香 . 帰りに =_河屋江
iL 寄､ 留主, 八半時
:

.河星半
=

.郎殿来る

h 潜 /i 文▲ 本符 ふ
ちJf 政一代

安政2勾三

(1 8 5 5)
3 0 7

春吉 . . 茅場町=
.
河

屋江立寄, 玉形持参

安政2 年

(1 8 5 5)
3 13

春栗田様 . 田原丁い

つ ミや
. 新発田様使､

I

.間とも留主

Pg 白~文L * 仔腐JM

_
JJ面唐草吉本代

安政2勾
:

.
(1 8 5 5)

3 1 4

春洩草田原町和泉

や 伊方ミ衛門様江玉

之 形′受取 二 行 ､ 新

発田様 御留主

i+i
禦
コヰ

覇
L ､

空

守
*
ⅢⅡ

拝

:珍

EB

対
岸
輿
惑
T7

J
E
～

一
′

ri



>
･

)寸
S
軸

∩
料
*
+A

臣盃
jZ害

しn

d 甘

r O

⊂ )

⊂ )

声音

安政2 年

(1 8 5 5)
3 1 6

春書方天文台新発

田様 . 田原町和泉

やよりの差図二 而､

浅草 田町時計師之

弥三 郎殿江尋る ､

二ノ ヾル ム ノ尺弐両

位之由 ､ 外二 職 人

茅町江戸勘之近所

菓子屋之裏天文道

真師事松殿 ､ 同福

井町い ちう八幡之

近所新次郎殿 ､ 神

田鎌倉横丁天文道

真師庄兵衛殿 ､
地

球圭
一 パ ルム 三寸

弐分八厘九尾四八､

二 パ ル ム六寸五 分

-L 厘八毛九六なり

安政2 年

( 18 5 5)
S I S

春天文台新 発田様

江便 ､ 田原町和泉

星来る

八拾文 地球王台

ひ な形表紙買

安政2 年

( 1 8 55 )
3 1 9

着地 球台ひ ながた

紙 二 而掃 春吉浅

草 天文台新発 田様

江使 ､ 田原町和泉

屋江地球台 ひな形

持参

春茅場町三 河屋半

三郎殿玉形持参 ､ -

春地球台 ひなが た

紙二 而桁 春吉浅

章夫文台新発 田様

江使 ､ 田原町和 泉

屋江地球台 ひ な形

持参

春地 球台ひ ながた

紙 二 両輪 春吉浅

章 夫文台新発田様

江使 ､ 田原町和泉

屋江地球台 ひな形

持参

安政2 年

( 1 8 5 5)
3 2 0

田原町和泉屋江玉

ノ形催 促 ､ 天文台

新 発田様

三河屋半 三郎 殿釆

る ､ 九時二 帰る

安政2 年

(l 8 5 5)
3 2 2

香 . .

､ 七時田原

町泉屋形受取 ､

春夜 五時 ,5 本郷傘

谷保之助様江玉の

張抜 頼二 行 ､ 世話

しき由二 而 こ とわ

り

春 . . 橋本丁 か ざ

り や江 しん中之尺

頼 ､

安政2 年

(1 8 5 5)
3 2 4

三河屋半三郎 殿釆

る

弐百三拾弐文 王

張抜之反古代

安政2 年

(1 8 5 5)
32 5 春吉玉張抜仕事

春夕方浅草 田原町

和泉江玉之台挑

春 しん 中之尺取二

行/ 弐百 文 地 球

玉 しん 中之尺之fe ､

橋 本 丁/ 玉 之心 棒

は り金代

春 夕方浅草 田原町

和泉江玉之台挑

l
r O

O l

≡
_



･

竹

勢
碑
匡壷
[ L

盟

守
*
m

#

こ静

電

対

岸
港
巨悪
77

J
■
~■■

ノ

rl

安政 2年

(1 8 5 5)
3 2 6

春吉､ 立寄､ 田原丁

和泉屋玉之形直し
春吉 六時 天文台新

発 田様江立寄

安政2 年

(1 8 5 5)
3 2 7

田原町和 泉屋二 而

玉形持参

安政2 年

( l 8 5 5)
3 2 8 春吉玉張抜

三 河屋半三郎殿玉

持参

安政2 年

( 1 8 5 5)
3 2 9 春 . 夕方玉梓る

安政2 年

( l 8 5 5)
4 0 1 春玉を持合る

春浅草 田原丁 泉屋

江使

春帰り天文 台新発

田様 へ 寄

安政2 年

( 1 85 5 )
4 0 5

春夜人浅草 田原 町

泉尾江使

安政2 年

( 1 85 5)
4 0 6

三 河屋半三郎殿玉

持 参

新発 田様 . 語 伝様

御同道乗 る

安政2 年

( 18 5 5)
4 0 7

春 田原町 泉屋 ,6 地

球儀台出来持参

春 茅場 町三河屋江

j
= =
三

春 田原町泉尾6 地

球儀台 出来持参

帰り二 天文 台江立

育/ 八 半 時篠 新 発

田様 . 語伝 同道 二

而帰る

安政2 年

(1 8 5 5)
4 0 8

春相星町挽物皇 国

松殿江玉形挑

春吉 .

､ 浅草天文

台新発田様之用向､

向しま手之御前二

両 国芳之処かく面

持参 ､

安政 2年

(1 8 5 5)
4 0 9

八半時6 信夫様 .

春天文台新 発田様

江 行/ 新 発 田同道

二 て 蔵前之 初音 二

て 酒食､ 信夫様払､

春 . 新発 田様 同道

栗田横江進物菓子

安政2 年

(1 8 5 5)
4 1 0

弐百 四十八 文 反

古代 . のり 代 . 春

吉張分

金壱分 三 河屋半

三郎殿

拾弐匁 玉之形代

/ 弐古文同直し

弐百廿四文 真申

尺はり合らを竹

安政2 年

(1 8 5 5)
4 1 3

拾弐匁 玉之形壱

ツ ､ 紺屋町国松殿

安政2 年

(1 8 5 5)
6 2 1

暮六時新発 田収蔵

様乗る ､ さ け､ 夜

九半時御帰り

安政2 年

(1 8 5 5)
6 2 9

新発田様 . 語伝様

御出

l
rJ

ヽ J

a



>
)寸

S
淋

∩
幽

*

世

S
rJ

L n

t Jl□

rJ

⊂)
⊂ 〉

0 ⊃

安政2 年

(1 8 5 5)
6 3 0

春 h-. 時二 大文台 江
使

安政2 年

( l 8 5 5)
7 0 Ⅰ

春 天文 台 使/ 夕 L

半時新発田様御出､

本之小 口書 ､ 夜 人

さけ
､
+1

'

_ 時御帰り

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 0 2

春箱求二 岩井町江

行/ 壱 宋 ト古弐拾

文 箱弐ツ

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 0 4

春新 発 田 横江 使/

新発田様用事亀井

町江
_
立寄

安政2 年

(1 8 5 5)
7 0 5

夕方諸伝様 . 新 発

田様御出

安政2 年

(1 8 5 5)
7 0 8

着果 F 弐倉LyjZ
'

'

=- 1
=

J

'

,

I -
.
J

:
;.
,

康 # 二二jhTJ&d 園長fT
三好分

安政2 年

(1 8 5 5)
7 0 9 春夫文台江使

安政2 年

(1 8 5 5)
7 10

久右衛門 町 へ 玉尺

読

春伊東万歳# 3 庶

園 子政# 参

安政2 年

(1 8 5 5)
7 12

春夜人春新 発田様

江使

安政2 年

(1 8 5 5)
7 13

春 夫文 台 江使/ 旦

那様71
'

_半 時6 よし

原江御 出､ 宇都 宮

徳三郎横間道二 成 ､

新発 田様
=
. 人二 而

坂 七6 L る

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 16

春信大様6 天文台

新発 出様絵 図書也

縦藤覚蔵様使

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 17

春高矢 様より橘町
I

_河屋半
=

_郎殿

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 18

出百八文 同島直
し/ 金 老来 也 地

球 尺四 半 規/
I

_
栄

弐古文 地球玉真

中九絵弐組

出金壱 分地球王台

弐 つ

春早朝 二 信夫様∂

新 発 田 様江 使/ 語

皆 伝様 . 新発田様

来る ､ 夜九半時新

発田様御帰り

≡
r O

O ⊃

l



安政2 年

( l 8 5 5)
7 2 2

春本毒譲 ､ 新発田様

江使

安政2 年

( 1 8 5 5)
7 2 3

春新発 田様6 下 谷

佐藤様箱買

安政2 年

(1 8 5 5)
7 2 4 春夫文台卸使

安政2 年

(l 8 5 5)
7 2 5

入金壱 分也佐藤様

江地球 玉手間道候

分/ 壱分 山 岡断

己二

春夫文台使 ､ 浅草

大伴源助殿江 めも

り挑/ 弐古 四 拾 八

文 柳原札星金次

郎殿尺之代

春夫文台便 . . .

春夕方天文台

安政2 年

(1 8 5 5)
7 2 7

拾六文 文ま わし

/ 三十 弐文 文 ま
- し

､
は け筆壱

安政2勾ミ

(1 8 5 5)
8 0 2

入金壱分也

尺之もり代 也受取

安政2 年

(1 8 5 5)
8 0 3

壱分弐朱 也 縦藤

様地球玉代

安政2勾三

( 18 5 5)
8 0 4

入金弐米 山 大伴

海助殿尺 日もり 代

之 節/ 弐 朱 ト三 宙

九拾弐文 地球

尺目もり代

安政2 年

( 18 5 5)
8 ー2

四拾八文 地球玉

定 木

松木愚谷間 . 高木

秀告校 . 三木
一

光

賓園 . 江川仙太郎

刀

安政錦三

( 18 5 6)

仲冬

皿
月)

谷邦棲 裁板 . 江戸

杉本宇 兵衛 . 敦河

佐野輿市 費

本 表は角田桜岳 日 記中の ,東都紀 行録 (
I

.十
一

番) 及び ,地球儀 の収納 箱童 貞の 凡例等をもとに 作製した o

相互 間の往 来､ 来訪 ･ 談笑 ･ 遊行は直接 に は地球儀の 製作 に関係 ない が､ 製作 に係 る情報 交換 ありとして 記載した ｡

但 し､ ( 斜字) は地 球儀の 製作に 関係ない 不確実な事項 を示す ｡

筆 ､ 半紙 ･ 美濃 紙な どの 購入は ,写本 と製本に 当て たと推定されるた め省略 した ｡

･沖
禦
叫
匡壷
L 【

盟

守
敬
ⅢⅢ

#

港

記

対
岸
藤
蘇
アて

J
I
1

_ /
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人文論叢 (三 重大学) 第2 5 号 2 00 8

6 . ま とめ

本研究で は､ 主 に角田家地球儀の 中で保存状態の良い ｢美装地球儀｣ の形態を明らか にす る

とともに ､ ｢ 東都紀行録｣ の記述から製作関係者とそ の役割を整理 した ｡ さ ら に ､ 収納箱蓋真

に貼 られ た地球儀用法略の記述及び凡例か ら当該地球儀の 製作は安政 2 年 に始まり､ 安政 3

(1 8 5 6) 年仲秋 (1 1 月) に完成した と推定した ｡

本報告で は多点撮影に よる ゴ ア の復原を省い たが ､ 今後､ ゴ ア を復原し､ その 地理情報の 詳

細と既存の 世界図との比較考察を進める必要が ある ｡ 現在の と こ ろ､ 桜岳は ｢角田桜岳日記｣

中の 使用人春吉の 覚書の 中で頻繁な交流の あ っ た幕府天文台 (後 に蕃書調所絵地図調書役とな

る) の 新発田収蔵か ら世界地理情報を得て い た可能性が極めて 高い｡ 角 田家地球儀球面上の 世

界図に つ い て は､ 現在の 時点で は新発田収蔵本人が製作したか ､ 或い は彼がそ の 編集と製図作

業に深く関与した と考え て い る ｡ 何れ に して も､ こ の地球儀製作の知恵袋は新発田収蔵で ある

こ とは疑い の な い こ とで あろう｡ 春吉の 記録に名前を残す沼尻墨倦の 製作した傘式地球儀の 世

界図も同様の こ とが推定される｡ 今後､ 球面上の ゴ ア を復原し詳細な吟味を加え､ 当時の世界

地理情報 ､ 特 に関係の 深い 新発田収蔵の世界図 ｢新訂坤輿略全図｣ や ｢ 重訂寓囲全園｣ と の 比

較を試みる予定で ある｡

謝辞

地球儀の 調査から本稿執筆ま で長期間を要 したが ､ 地球儀の 計測･ 撮影と調査を快諾された

富士宮市教育委員会の 関係各位､ 寺島公別に つ い て ご教示頂い た阿久根市教育委員会の河北篤

司氏､ 同文化財保護審議会潰之上訓衛会長に謝意を表した い ｡ 難解な蒙刻文字の解読に ご尽力

い ただ い た蒙刻美術館の松村
一

徳館長及び熊本市在住の荒牧平賓氏の お 二方 に は特に お礼を述

べ させ て い ただきた い ｡

注

注 1) ほか に ､ 秋岡所蔵品を受け継い だ国立歴史民俗博物館 ( 千葉県佐倉市) や尚古集成館

(鹿児島市磯公園) に 同型地球儀の 収蔵が知 られ て い る｡

注 2) 所謂､ 平面図として 作図される極中心投影図法で はな い ｡ 極域の 球面に貼り合わせ て 36

0
o

とな るよう に , 作図され て い る｡ 球 の直径に 対応す る扇面 へ の 世界図の 作図は極中心投

影図法よりも複雑で あろう ｡
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1 -8 9

,
鹿 島研究所出版会, 東京, 15 6 p .
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富士 宮市教育委員会 ( 1 9 7 1) : 富士 宮市史 上巻, 富士 宮市. p p .9 0 0
- 90 5

,

富士 宮市教育委員会 ( 2 0 0 6) : 駿州 富士郡大宮町 角田桜岳 日記 三 . 富 士宮市 3 7 8 p .

富士 宮市教育委員会 (2 0 0 6) : 駿州 富士郡大宮町 角田桜岳 日記 四. 富士宮市 42 0 p .

- 3 0 -



宇都宮陽 二 朗 伊藤昌光 角田家地球儀 に つ い て

桑原伸介 (1 9 9 2) : ｢ 地球儀｣ 異聞. 歴史手帖 5 2 4 , 4 8- 5 0 .

小 山忠之 (1 9 8 8 /8 9) 角 田 桜岳 と そ の 周辺 上 ･ 中 ･ 下 岳 麓拾遺 岳南朝 日 ( 1 9 88 1 2 1 1
､
1 9 8 9 0 2 0 4

､

1 9 8 9 0 2 1 1)

大 久保利兼 ･ 桑原伸介 ･ 川崎勝編 (2 0 0 1) : 津 田真道全集 地球小儀題言 代佐野余市 愛桜集 津 田真

道全集上 ･ 下所収 みす ず 書房 東京 7 3 6 p . p .5 8 5 -5 9 6 中 p .5 9 5

佐 野輿市 ( 18 5 9) : 駿大宮 佐野 田畑山林雅俗見聞雑記 (安政 6 巳未正 月吉辰) 帳面の 書込 み､ 1 - 4 丁

か)

高橋景保 ( 1 8 0 9) : 新端緒界全固. 横浜市立 大学 (鮎沢文庫蔵)

鮎沢信太郎 ( 1 9 4 3) : 鎖国時代 の 世界地理学.
1 5 0 - 15 6

, 日大堂書店, 東京, 3 6 3 p .

田 中圭
一

編注 ( 1 9 9 6) : 柴 田収蔵 日記 1 村の 洋学者 平凡社, 東京, 3 9 1 p .

田 中圭
一

編注 ( 1 9 9 6) : 柴 田収蔵 日記 2 村の 洋学者. 平凡社, 東京, 3 6 4 p .

松浦武 四郎研究会編 ( 1 9 8 8) : 校注簡約 松浦武四郎自伝 北海道出版企画セ ン タ ー

, 札 晩 4 3 6 p .

海野
-

隆 (2 0 0 5) : 東洋地理 学史研究 日本篇. 清文 堂
,
大 阪 6 2 5 p .

宇都宮陽 二 朗 ( 19 9 1) : 沼尻墨倦の 考案 した 地球儀の 制作技術. 地学雑誌, 1 0 0 , 1 1 1 1- 1 1 2 1 .

宇都宮陽 二 朗 ( 19 9 2) : 沼尻墨倦作製の 地球儀上 の 世界図. 地学雑誌, 1 0 1 , 1 1 7- 12 6 .

宇都宮陽 二 朗 ･ 杉本幸男 ( 19 92) : 幕末 に お け る - 舶来地球儀 に つ い て 一土 井家 ( 土 井利息) 資料中の 地

球儀, 日本地理 学会予稿集, 4 2 , 1 3 0 - 13 1 .

宇都宮陽 二 朗 ･ 杉本幸男 ( 1 9 9 4) : 幕末 にお け る -

舶来地球儀一英国 B E T T S 社製携帯用地球儀に つ い て ,

地図 3 2 , 1 2 1 2 4 .

宇都 宮陽 二 朗 (2 0 0 5) : 下 関市立 美術館蔵､ 香月家地球儀 に つ い て ､ 人文論叢 2 2 ､ 2 0 1 - 2 1 2 .

宇都 宮陽 二 朗 (2 0 0 6) : 神 宮徴古館農業館蔵の い わ ゆ る渋川春海作地球儀 に 関す る研究 (第 1 報) 人文論

叢 2 3 , 2 9 -3 6 .

絵 師 h t t p ://k e n k y u u .j p n . u n i vi e . a c . a t /k a ri k a t u r e n /j p /d b_
u se . h t m 2 0 0 7 1 1 2 4

歌川 国芳 h t t p‥//j a . w i ki pe d i a ･ o rg / w i ki/ C a t e g o r y :
0

/. E 6 % B 5
0

/. A E % E 4
0

/. B 8 0/. 9 6 % E 7 % B 5 % B 5
0

/. E 5 % B 8 % A B

切 附本書目年表稿 ht t p :// w w w .f u m ik u r a . n e t/ o t h e r/k irid a t a .h t m 1 2 0 0 7 1 1 2 6

高井蘭山著編述書目 (覚書) h t t p :// w w w 血 m ik u r a . n et / o t h e r/ r a n z a n . h t m 1 2 0 0 7 1 12 6

世界 図 ･ 地域 図 明治大意 田文庫 w w w ･li b . m e iji . a c .j p/ a s hid a / c a t lg /c a t lg/ n o d e 4 . h t m l

W o rld m a rk E n c y c lo p e dia o f t h e N a ti o n s( c) o n C o n v e r sio n T a bl e s h t t p :// w w w ･ b o o k r a g s . c o m /C o n v e r si o n
_
of
_
u n it s

国内都市図 h t t p :// w w w .li b r a r y . p r e f .g ifu .j p/ m a p/ w o rl d di s/ m o k u r o k u / k o c hi z u / m e n u 1 3 . ht m l

H o w M a n y ? A D i c ti o n a r y o f U n it s of M e a s u r e m e n t h tt p :// w w w ･ u n c ･ e d u r r o w le t t /u n it s/ di c t P ･h t m l

( R u s s R o w l e t t a n d t h e U n iv e r sitァ o f N o rt h C a r olin a a t C h a p el H ill)

P al m (l e n gt h) h t t p :// e n ･ w ik ip e di a ･ o rg / w iki/ P al m _(
u n it)
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